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普
通
選
挙
制
度
の
実
現
を
機
会
に
、
日
本
の
政
治
の
舞
台
に
登
場
し
た
無
産
政
党
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
無
産
政
党
が
一
九
二
○
年
代
か

ら
三
○
年
代
に
お
け
る
わ
が
国
の
政
党
政
治
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
、
そ
の
姿
勢
は
当
初
か
ら
砿
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
登
場
直
後
か
ら
三
派
に
鼎
立
し
た
無
産
政
党
の
多
様
性
が
、
無
産
政
党
の
政
党
政
治
へ
の
対
応
の
多
様
性
を
生
み
出
し
た

と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
が
、
左
派
無
産
政
党
の
場
合
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
狐
と
い
う
ロ
シ
ア
革
命
型
教
条
の
規
制
枠
と
、
付
会
、
市
会
、

府
県
会
も
含
め
た
議
会
政
治
の
現
実
的
諸
課
題
と
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
政
党
政
治
開
花
の
期
間
を
そ
れ
へ
の
試
行
錯
誤
の
過
程
と
し
て
過

さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
も
う
ひ
と
つ
、
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
た
。

以
下
で
検
討
を
加
え
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
の
過
程
を
如
実
に
示
す
若
干
の
資
料
で
あ
る
。
労
働
農
民
党
の
委
員
長
で
あ
っ

た
大
山
郁
夫
は
、
十
五
年
余
の
ア
メ
リ
カ
亡
命
生
活
を
終
え
て
、
一
九
四
七
年
、
日
本
に
帰
国
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
の
最
初
の
仕
事
に
な

っ
た
の
は
、
中
央
公
論
社
か
ら
す
で
に
刊
行
が
開
始
さ
れ
て
い
た
「
大
山
郁
夫
全
染
』
の
校
閲
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
全
染
」
は
、
早
稲
川

大
学
の
関
係
者
に
よ
っ
て
す
で
に
第
一
巻
、
第
二
巻
、
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
大
山
が
関
与
で
き
た
の
は
、
時
間
的
に
見
て
、
第
三
巻
、

第
四
巻
、
第
五
巻
の
刊
行
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
央
公
論
社
版
「
大
山
郁
夫
全
集
・
一
の
第
一
巻
に
、
長
谷
川
如
是
閑
が
「
刊
行
会
代
表
」
と
し
て
言
葉
を
寄
せ
、
刊
行
の
経
過
を
次
の

中
央
公
論
社
版
「
大
山
郁
十

よ
う
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

は
じ
め
に

ｌ
検
討
資
料
の
性
格
－
１

一一



大
山
の
帰
国
を
見
越
す
形
で
刊
行
さ
れ
た
「
大
山
郁
夫
全
集
』
は
全
五
巻
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
四
巻
の
予
定
で
あ
っ
た
の
が
、

さ
ら
に
一
巻
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
四
巻
刊
行
後
、
一
年
経
っ
て
、
第
五
巻
が
発
行
さ
れ
て
完
結
と
な
っ
た
形
跡
が
あ
る
。
｜

時
期
、
全
七
巻
と
す
る
案
も
浮
上
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
全
五
巻
で
収
め
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
の
刊
行
経
過
は
左
表
の
と
お
り
で
あ

る
｡ 

第
二
巻

第
一
巻

も
し
君
自
身
こ
の
刊
行
に
携
は
っ
た
ら
、
取
捨
も
し
加
除
も
さ
れ
た
で
あ
ら
う
が
、
し
か
し
歴
史
的
の
意
味
を
失
は
い
た
め
に
峰

か
へ
っ
て
も
と
の
ま
ま
を
可
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

全
体
の
編
集
は
市
村
今
朝
蔵
君
が
責
任
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
た
り
、
植
田
消
次
君
が
こ
れ
を
助
け
、
早
稲
田
新
聞
社
の
諸
君
は
、
原

著
の
蒐
集
そ
の
他
庶
務
一
切
を
担
当
し
た
。

君
の
友
人
後
輩
の
間
に
、
一

の
刊
行
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
一
九
四
七
年
一
○
月
二
三
日
、
大
山
郁
夫
、
帰
国
。
〕

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

一
九
四
七
年
一
○
月
一
五
日
付
け

九
四
七
年
二
月
一
五
日
付
け

君
の
全
集
を
刊
行
す
る
企
て
が
起
こ
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
刊
行
会
が
つ
く
ら
れ
、
こ
の
全
集

「
政
治
の
社
会
的
基
礎
」
ほ
か
、
如
是
閑
〃
刊
行
の
辞
〃
お
よ
び
Ｋ
・
コ
ー
ル
グ

ロ
ー
ヴ
〃
在
米
大
山
教
授
の
生
活
に
つ
い
て
〃
等
を
所
収
。

「
現
代
日
本
の
政
治
過
程
量
〃
政
治
学
原
理
の
改
造
“
等
。

一一一



第
三
巻

十

中
央
公
論
社
版
「
全
集
一
の
中
に
は
、
発
表
日
時
と
掲
城
誌
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
論
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
論
稲

本
全
染
の
う
ち
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
偲
直
後
の
十
有
余
年
間
と
い
う
、
私
の
過
去
の
生
涯
に
お
け
る
最
も
取
要
な
一
期
間
内

に
発
表
さ
れ
た
私
の
労
作
中
の
代
表
的
な
も
の
の
殆
ど
全
部
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
そ
れ
に
〃
全
集
〃

の
名
を
冠
す
る
こ
と
も
、
必
ず
し
も
失
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

元
来
本
全
集
の
計
画
は
、
初
め
私
の
帰
国
前
、
当
時
の
私
に
と
っ
て
は
ま
だ
見
ぬ
心
の
友
で
あ
っ
た
一
団
の
早
稲
田
学
園
の
青
年
学

徒
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
、
そ
し
て
幾
多
の
私
の
尊
敬
す
る
旧
来
の
親
友
た
ち
、
お
よ
び
私
の
親
愛
な
る
か
っ
て
の
学
生
た
ち
の
私
へ
の

深
き
友
情
を
こ
め
て
の
賛
助
と
緊
密
な
る
協
力
の
下
に
、
そ
の
遂
行
を
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

大
山
の
、
二
九
四
九
年
二
月
」
と
日
付
の
記
入
の
あ
る
第
五
巻
所
収
の
〃
小
序
〃
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

第
四
巻

第
五
巻

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

一
九
四
八
年
二
月
二
○
日
付
け

一
九
四
八
年
五
月
二
○
日
付
け

一
九
四
九
年
六
月
一
○
日
付
け

『
嵐
に
立
三
ほ
か
、
一
九
一
九
年
以
降
発
表
の
諸
論
文
。
〃
解
説
〃
は
田
部
井
健

次
。

政
治
哲
学
、
文
化
批
評
、
等
。
一
九
一
五
～
一
九
二
五
年
に
発
表
の
諸
論
柵
。

一
九
一
五
～
一
九
四
八
年
発
表
の
小
論
集
。
植
田
清
次
の
〃
経
緯
〃
と
、
大
山
の

〃
小
序
〃
を
掲
滅
。

四



亡
命
生
活
か
ら
帰
国
し
た
大
山
は
、
中
央
公
論
社
版
と
し
て
刊
行
が
進
行
中
の
「
全
集
」
に
、
か
っ
て
『
中
央
公
論
」
『
改
造
」
等
に

発
表
し
た
論
文
を
収
め
る
に
あ
た
っ
て
、
編
染
上
必
要
と
思
わ
れ
る
加
知
削
除
以
上
の
内
容
上
の
修
正
を
試
み
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
修

正
を
試
み
た
何
点
か
の
論
文
は
、
中
央
公
論
社
版
「
全
集
」
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
戦
後
の
大
山
の
修
正
内
容
は
公
表

（
２
）
 

さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
。
か
っ
て
、
労
働
農
民
党
、
そ
し
て
労
農
党
の
委
員
長
で
あ
っ
た
大
山
の
、
帝
国
識
〈
丞
と
無
産
政
党
の

関
係
に
つ
い
て
の
考
え
が
、
十
五
年
余
の
亡
命
生
活
を
経
た
の
ち
、
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
、
こ
の
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
修
正
点
は
、
大
山
の
亡
命
生
活
中
に
お
け
る
日
本
懸
政
史
、
と
く
に
美
濃
部
懇
法
学
へ
の
没
入
の
成
果
を
意
味
す
る
も
の
と

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

五

を
含
め
て
、
大
山
は
、
帰
国
前
刊
行
の
二
巻
と
帰
国
後
刊
行
の
三
巻
、
計
五
巻
の
す
べ
て
に
対
し
て
、
「
私
の
労
作
中
の
代
表
的
な
も
の

の
殆
ど
全
部
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
、
と
そ
れ
ら
を
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
山
郁
夫
の
書
斎
に
は
、
中
央
公
論
社
版
「
全
集
」
に
使
用
し
た
原
稿
の
一
部
分
が
残
さ
れ
て
い
た
。
原
稿
と
い
っ
て
も
、

（
１
）
 

そ
れ
は
、
『
中
央
公
論
」
や
「
改
造
」
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
破
り
取
り
、
そ
こ
に
編
集
上
の
注
意
を
赤
字
で
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
断
片
の
中
に
、
戦
前
、
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
で
発
表
し
た
論
縞
を
大
山
の
も
の
と
認
め
て
い
る
例
な
ど
が
見
出
さ
れ
、
新
版
の
全
染
で
あ
る

「
大
山
郁
夫
著
作
集
』
（
全
七
巻
、
岩
波
書
店
刊
、
一
九
八
七
年
～
八
八
年
）
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
参
考
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ら
の
断
片
の
中
に
、
大
山
の
も
の
と
思
わ
れ
る
兼
跡
で
謎
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
例
が
若
干
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
書
き
入
れ
が
、

か
っ
て
の
発
表
論
文
に
対
す
る
内
容
上
の
修
正
に
な
っ
て
い
る
例
が
二
、
三
、
見
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
修
正
内
容
は
、
無
産
政
党

と
帝
国
議
会
の
関
係
を
把
握
す
る
試
行
錯
誤
の
過
程
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
し
て
後
日
の
評
価
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
談

み
取
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。



普
通
選
挙
制
度
の
実
施
に
対
応
し
て
股
初
に
結
党
さ
れ
た
無
産
政
党
は
、
一
九
二
五
年
十
二
月
一
日
、
結
党
式
を
挙
げ
た
農
民
労
働
党

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
農
民
労
働
党
は
、
結
党
式
後
、
数
時
間
後
に
、
懲
政
会
内
閣
下
の
内
務
省
か
ら
解
散
命
令
を
受
け
た
。
普
選
を
実

施
し
た
の
は
「
護
慰
内
閣
」
と
も
呼
ば
れ
た
加
藤
高
明
を
首
相
と
す
る
愈
政
会
内
閣
で
あ
る
。
そ
の
遜
政
会
内
閣
が
普
選
に
対
応
し
て
登

場
し
た
農
民
労
働
党
の
存
在
を
認
め
な
い
の
は
い
か
な
る
論
理
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
か
、
農
民
労
働
党
に
代
わ
る
新
た
な
無
産
政
党

の
結
成
が
取
り
組
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
成
功
す
る
可
能
性
が
は
た
し
て
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
、
そ
れ
ら
の

点
が
解
明
さ
れ
る
必
要
が
こ
こ
で
生
じ
た
。
政
治
研
究
会
の
委
興
と
し
て
腱
民
労
働
党
の
結
党
経
過
に
深
く
関
わ
り
、
当
時
、
早
稲
田
大

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
満
洲
事
変
と
い
う
事
実
上
の
日
中
戦
争
勃
発
の
時
点
ま
で
、

産
政
党
運
動
へ
の
大
山
な
り
の
総
括
を
も
含
意
す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
大
山
の
轡
き
込
み
の
あ
る
も
の
を
含
め
、
中
央
公
論
社
版
「
全
集
』
に
関
す
る
資
料
で
、
断
片
と
し
て
大
山
郁
夫
の
書
斎
に
残
さ
れ
て
あ

っ
た
数
十
点
は
、
す
べ
て
早
稲
田
大
学
現
代
政
治
経
済
研
究
所
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
以
下
で
取
り
上
げ
る
数
点
の
論
文
を
除
い
て
は
、
帆
前
の
発
表
論
文
を
峨
後
の
中
央
公
論
社
版
「
全
災
・
一
に
収
め
る
に
あ
た
っ
て
、
大
川

が
内
容
上
の
訂
正
・
加
筆
を
試
み
た
例
は
見
当
ら
な
い
。

二
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
の
薄
弱
性

ｌ
剛
除
さ
雌
尤
「
測
定
」
部
分
Ｉ

一ハ

全
生
活
を
賭
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
無



大
山
に
よ
る
政
党
政
治
の
「
気
流
」
に
関
す
る
「
方
向
お
よ
び
弧
度
」
の
「
測
定
」
は
、
慰
政
会
内
閣
の
背
澱
と
な
る
わ
が
図
に
お
け

る
自
由
主
義
の
歴
史
的
特
性
の
分
析
と
し
て
示
さ
れ
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
認
容
の
範
洲
が
あ
ま
り
に
も
狭
い

も
の
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
が
、
そ
の
分
析
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

学
政
経
学
部
教
授
で
あ
っ
た
大
山
郁
夫
は
、
農
民
労
働
党
に
対
す
る
解
散
命
令
が
出
さ
れ
る
わ
が
国
の
政
治
社
会
の
構
造
を
分
析
す
る
立

場
に
立
た
さ
れ
た
。
こ
の
分
析
者
と
し
て
の
役
割
の
自
覚
が
、
「
中
央
公
論
」
一
九
二
六
年
一
月
号
に
お
け
る
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
と

支
配
階
級
心
理
〃
の
発
表
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
、
大
山
は
、
次
の
よ
う
な
政
治
社
会
学
的
分
析
課
題
の
明
確
化
を
行
な
っ
た
。

だ
と
す
る
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
我
々
が
先
づ
第
一
に
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
無
産
政
党
運
励
を
焼
ぐ
る
政
治
的
雰

川
気
内
に
紗
け
る
主
な
る
気
流
の
方
向
及
び
強
度
と
い
っ
た
や
う
な
も
の
を
測
定
す
る
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
「
中
央
公
論
一
一
九
二
六
年
一
月
、
一
三
四
ペ
ー
ジ
。
岩
波
版
『
大
山
郁
夫
著
作
集
、
Ⅶ
」
◎
・
鼠
・
以
下
表
記
法
同
じ
。
）

か
う
し
た
状
態
は
、
我
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
、
明
治
維
新
の
革
命
の
主
力
と
な
っ
て
働
い
た
官
僚
の
補
導
の
下
に
興
隆
し
た
と

い
ふ
歴
史
的
事
実
の
柳
に
、
そ
れ
の
遠
因
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
こ
と
の
一
結
果
と
し
て
、
我
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
は
異
が
っ
て
、
未
だ
曾
て
只
の
一
度
も
向
山
主
義
の
戦
ひ
を
戦
ふ
必
要
を
持
た
な
か

無
産
政
党
と
帝
国
談
会

七

と
考
へ
る
。

几
挫
折
し
た
無
箙
政
党
迦
動
を
如
何
に
し
て
再
興
す
べ
き
か
に
つ
い
て
思
倣
を
回
ぐ
ら
す
こ
と
が
、
こ
の
際
股
も
緊
喫
の
急
務
だ



別
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
大
山
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
は
「
法
制
」
の
上
で
は
「
甚
だ
薄
弱
な
る
存
在
を
し

か
持
た
な
い
」
と
分
析
し
て
い
る
（
同
上
、
一
四
三
ペ
ー
ジ
。
ロ
・
曲
・
）
。
そ
し
て
、
こ
の
分
析
部
分
を
中
心
内
容
と
す
る
政
治
気
流
の
測

定
の
ほ
と
ん
ど
が
、
亡
命
後
の
大
山
に
よ
っ
て
削
除
を
指
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
、
論
文
全
体
の
約
六
○
％
と
い
う
大

（
１
）
 

幅
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
削
除
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
大
山
に
よ
っ
て
削
除
を
指
示
さ
れ
た
部
分
の
主
な
箇
所
を
摘
記
す
る
。
と
り
あ
え
ず
、
次
の
三
点
に
注
目
し
た
い
。

浩
し
我
々
が
、
普
選
法
の
制
定
と
い
ふ
一
面
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、
我
国
の
政
桁
社
会
に
随
け
る
政
治
上
の
向
山
主
義
が
或
る
概
肛

に
船
て
常
識
化
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
て
差
し
間
へ
な
い
や
う
に
も
見
え
る
。
が
、
若
し
我
々
が
翻
っ
て
他
の
一
面
に
向
っ
て
、
治

安
維
持
法
の
議
会
通
過
と
い
ふ
馴
災
を
見
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
我
剛
の
政
袷
社
会
に
船
て
政
治
上
の
自
山
主
義
の
認
容
さ
れ
て
ゐ
る

範
囲
が
余
り
に
狭
い
の
に
鰯
か
な
い
訳
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
（
同
上
、
一
三
七
ペ
ー
ジ
。
ロ
ロ
・
沼
～
＄
・
）

も
と
よ
り
惣
政
樹
立
以
後
に
舷
て
は
、
（
我
阿
の
）
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
段
々
と
議
会
を
利
川
す
る
こ
と
に
依
っ
て
そ
れ
の
陪
級
的

優
越
を
確
立
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
が
、
し
か
し
彼
等
は
本
来
、
官
僚
と
根
本
的
に
利
害
関
係
を
異
に
し
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
別
に
日

え
る
の
で
あ
る
。

つ
た
の
で
あ
る
。

か
う
し
た
関
係
か
ら
、
我
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
大
体
上
に
船
て
は
、
寧
ろ
官
僚
以
上
に
自
由
主
義
を
嫌
っ
て
勝
る
や
う
に
兄

無
産
政
党
と
帝
脚
論
会

（
同
上
、
一
四
五
ペ
ー
ジ
。
弓
・
念
～
台
・
）

八



大
山
が
削
除
を
指
示
し
た
の
は
、
わ
が
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
る
歴
史
経
過
が
ほ

と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
、
と
す
る
分
析
内
容
で
あ
り
、
無
産
政
党
の
合
法
的
存
在
が
許
容
さ
れ
る
余
地
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
体
質
に

あ
る
の
で
は
な
く
官
僚
的
権
力
機
構
の
公
安
保
持
上
の
判
断
に
あ
る
、
と
す
る
「
測
定
」
結
果
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
次
の
部
分
の
削
除

が
含
ま
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

か
う
い
ふ
風
に
無
産
附
級
が
政
治
上
の
自
由
主
義
に
依
っ
て
幾
分
で
も
の
利
益
を
受
け
る
場
合
に
は
、
無
藤
階
級
政
党
は
、
縦
し
一

時
的
の
戦
術
上
の
考
慮
か
ら
で
に
も
せ
よ
、
そ
れ
へ
の
要
求
を
そ
の
政
綱
の
上
に
主
張
す
る
こ
と
が
な
い
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
労
働
党
が
現
に
行
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
雌
て
自
由
党
の
存
在
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
ほ
ど
に
も
政
治
上
の
目

無
産
政
党
と
帝
同
歌
会

九

山
を
叫
ん
で
そ
れ
に
挑
戦
し
た
と
い
ふ
こ
と
も
な
く
、
寧
ろ
当
初
に
雌
て
は
そ
れ
の
庇
護
の
下
に
、
そ
し
て
後
に
は
そ
れ
と
協
同
し
て
、

資
本
主
義
の
発
展
を
促
進
し
て
、
自
然
と
今
日
の
世
界
的
帝
国
主
義
競
争
の
渦
中
へ
役
ず
る
と
こ
ろ
に
ま
で
洲
ぎ
つ
け
て
来
た
の
で
あ

る
。
（
同
上
、
一
四
五
ペ
ー
ジ
。
ｐ
台
・
）

腱
民
労
働
党
の
成
立
の
由
来
を
、
そ
れ
の
淵
源
に
ま
で
遡
っ
て
考
へ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
実
に
、
無
産
階
級
解
放
連
動
が
、
数
年

前
の
直
接
行
動
主
義
の
態
度
か
ら
、
潮
次
に
合
法
的
議
会
進
入
主
義
の
そ
れ
へ
の
方
向
転
換
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

…
…
農
民
労
働
党
を
解
散
す
る
こ
と
に
依
っ
て
無
産
大
衆
を
憤
激
さ
せ
る
こ
と
シ
、
そ
れ
の
成
立
を
承
認
し
て
、
そ
れ
を
平
机
的
に
議

会
に
導
き
入
れ
る
こ
と
少
の
、
二
つ
の
う
ち
何
れ
の
一
つ
が
、
公
安
保
持
の
た
め
に
有
利
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
も
、
ま
ん

ざ
ら
彼
等
（
当
局
）
の
一
考
に
値
ひ
し
な
い
こ
と
だ
と
は
言
へ
ま
い
。
（
同
上
、
一
五
二
～
一
五
三
ペ
ー
ジ
。
ロ
ロ
豊
～
段
）



農
民
労
働
党
が
解
散
命
令
を
受
け
た
時
点
で
、
大
山
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
が
、
「
少
く
と
も
国
民
の
或
る

一
部
の
間
に
舷
て
幾
分
づ
員
常
識
化
」
し
つ
つ
あ
る
形
勢
を
見
て
と
っ
て
い
た
し
、
そ
の
形
勢
が
「
ソ
シ
ア
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
方

向
に
包
括
さ
れ
る
流
れ
を
も
鋭
敏
に
感
知
し
て
い
た
が
（
一
四
四
ペ
ー
ジ
。
３
．
余
～
念
・
）
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
山
は
、
そ
の

「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
わ
が
国
に
お
け
る
「
伝
播
」
な
り
「
扶
植
」
な
り
を
欄
極
的
に
評
価
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
ば

な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
大
山
は
、
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
に
つ
い
て
艇
価
的
評
価
を
与
え
て
い
た
と
見
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
無

産
政
党
と
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
コ
時
的
の
戦
術
上
の
考
慮
」
か
ら
の
み
可
能
で
あ
る
と
す
る
見
解
の

表
明
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
無
産
政
党
へ
の
関
与
の
経
験
と
、
そ
の
後
の
亡
命
生
活
、
と
く
に
わ
が
国
の
憲
政
史
に
つ
い
て
の
研
究

（
２
）
 

生
活
を
経
た
上
で
、
大
山
は
、
そ
の
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
に
対
す
る
艇
価
的
な
姿
勢
を
全
面
的
に
撤
回
し
た
の
で
あ
っ
た
。

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

一
○

由
主
義
が
制
度
の
上
に
確
立
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
た
武
単
に
か
う
し
た
デ
リ
ケ
ー
ト
な
意
味
に
勝
て
の
み
一
言
へ
る
こ

と
で
あ
る
。
（
同
上
、
一
四
二
～
一
四
三
ペ
ー
ジ
。
□
・
仁
・
）

（
１
）
大
山
が
削
除
を
指
示
し
た
主
な
箇
所
は
、
「
中
央
公
論
」
一
九
一
一
六
年
一
月
号
の
一
三
三
ペ
ー
ジ
六
行
目
か
ら
一
四
七
ぺ
１
ジ
四
行
目
ま

で
と
、
一
五
二
ペ
ー
ジ
六
行
目
か
ら
一
五
三
ペ
ー
ジ
三
行
目
ま
で
で
あ
る
。
岩
波
版
「
著
作
集
、
Ⅶ
巻
」
で
見
れ
ば
、
三
四
ペ
ー
ジ
八
行
目

か
ら
四
九
ペ
ー
ジ
一
行
目
ま
で
と
、
五
四
ペ
ー
ジ
四
行
目
か
ら
五
五
ペ
ー
ジ
一
行
目
ま
で
で
あ
る
。

（
２
）
大
山
の
無
産
政
党
へ
の
関
与
の
経
験
が
、
議
会
政
治
へ
の
関
与
の
経
験
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
六
節
で
考
察
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
亡
命
時
代
の
大
山
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
は
、
拙
稿
〃
社
会
労
働
運
動
史
と
憲
政
史
の
接
点
’
一
九
三
○
年
代
の
あ



解
散
命
令
を
受
け
た
わ
が
国
最
初
の
無
産
政
党
・
農
民
労
働
党
で
あ
っ
た
が
、
無
産
政
党
は
、
三
カ
月
後
の
一
九
二
六
年
三
月
、
今
度

は
労
働
農
民
党
と
し
て
姿
を
現
わ
し
、
一
九
二
八
年
四
月
に
解
散
命
令
を
受
け
る
ま
で
の
二
年
間
、
活
発
な
動
き
を
展
開
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
こ
の
期
間
に
、
大
川
郁
夫
は
、
労
働
農
民
党
の
委
員
長
と
な
り
、
早
稲
川
大
学
政
治
経
済
学
部
の
教
畑
か
ら
降
り
て
い
る
。
そ

し
て
、
農
民
労
働
党
か
ら
労
働
農
民
党
の
期
間
、
お
よ
び
労
働
農
民
党
解
散
後
の
新
党
準
備
会
と
「
政
治
的
自
由
擢
得
」
労
農
同
棚
の
期

間
に
大
山
が
発
表
し
た
諸
論
文
を
一
冊
に
ま
と
め
た
の
が
「
嵐
に
立
つ
ｌ
日
本
に
雌
け
る
無
産
階
級
政
治
闘
争
の
一
記
録
ｌ
」
（
鉄
塔
書

院
、
一
九
二
九
年
七
月
）
で
あ
っ
た
。

大
山
の
後
日
に
お
け
る
大
幅
な
削
除
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
論
文
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
と
支
配
階
級
心
理
〃
（
「
中
央
公
論
』

一
九
二
六
年
一
月
）
は
、
こ
の
「
嵐
に
立
つ
」
の
巻
頭
論
文
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
こ
の
時
点
、
す
な
わ
ち
発
表

後
三
年
半
の
時
点
で
、
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
は
、
大
山
の
後
日
の
指
示
に
よ
る
よ
り
も
、
よ
り
大
幅
な
削
除
を
受
け
て
い
る
。
「
嵐
に

立
二
に
お
い
て
、
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
は
、
全
八
節
の
う
ち
、
第
一
節
と
最
終
節
の
一
部
分
が
活
か
さ
れ
た
だ
け
で
、
そ
の
全
体

（
１
）
 

の
一
一
一
分
の
二
に
あ
た
る
七
五
％
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
削
除
は
ど
の
よ
う
な
経
過
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
。

「
嵐
に
立
旦
に
お
け
る
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
の
削
除
は
、
大
山
が
承
認
し
た
削
除
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
作
業
に
あ
た
っ
た
の

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

一
一

る
経
験
Ｉ
〃
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
第
三
四
二
号
、
’
九
八
七
年
五
月
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三
「
政
治
的
自
由
獲
得
闘
争
」
主
義

ｌ
「
嵐
に
立
旦
に
お
け
る
削
除
Ｉ



川
部
丼
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
に
、
だ
い
た
ん
と
も
思
え
る
大
幅
な
削
除

を
加
え
た
の
で
あ
っ
た
か
。
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
は
、
「
嵐
に
立
己
に
収
め
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
原
題
名
〃
農
民
労
働
党
の
解
散

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
支
配
階
級
、
し
皿
〃
が
〃
腱
民
労
働
党
の
解
散
と
無
箙
政
党
迎
励
の
前
途
〃
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
「
嵐
に
立
つ
」
に
お
い
て
は
、
無
産

政
党
最
左
派
と
し
て
の
実
践
的
立
場
の
記
録
と
表
示
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
無
産
政
党
を
め
ぐ
る
政
治
的
雰
朋
気
に
お
け
る
「
気

流
」
の
「
測
定
」
と
は
い
え
、
「
支
配
階
級
心
理
」
の
分
析
な
ど
と
い
う
政
治
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
不
要
な
の
で
あ
っ
た
。
い
い
か

え
れ
ば
、
求
め
ら
れ
る
の
は
「
鰍
け
る
委
員
長
」
で
あ
っ
て
、
政
治
的
多
元
主
義
の
立
場
に
立
つ
政
治
過
程
の
分
析
者
で
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
農
民
労
働
党
か
ら
労
働
農
民
党
へ
、
そ
し
て
労
農
党
へ
と
、
再
度
の
解
散
命
令
を
乗
り
越
え
て
起
き
上
が
り
小
法
師

無
産
政
党
と
帝
国
議
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一
一
一

は
川
部
丼
健
次
で
あ
っ
た
。
「
嵐
に
立
つ
」
の
同
頭
で
、
大
山
は
、
〃
若
者
の
覚
え
譜
き
〃
と
し
て
、
そ
の
側
の
絲
練
を
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。

たお通同
６か－著時箸
のね般者に者
でぱのは将が
あな編、来今
るら樹著の大
・ぬ者者闘衆
・Ｉとの争の
殊は既に｜|上
に期往対判
、侍のすの
」こし学るｉｉｉ
禰得生一に
おらで秘役
よれあのげ
びなり指’'’
’'１い現針し
篇１１１１在とた
Ｉ'１度のしこ
のに同ての
数真志も一
意剣で役巻
はなあ立’よ
、知るた、
lii）的｜Ｈし戎
君お部め々
がよ）|：らに
私び催れ取
の体次るつ
数的君べて
論労がき’よ
文務、もｌｌｉ
をを’二１のに
整提らで一
理供進あ個
ししんるの
ててで。過

老（‘謝
れたの聞

くＥ綴認
にをを録
一、胆た
論一当る
文言し｜こ
に付、Ｉ上
纏けしま
め力１１から
あへもず
げて晋、



の
よ
う
に
突
き
進
む
無
産
政
党
最
左
派
の
基
本
方
針
は
、
「
政
治
的
自
由
獲
得
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
山
の
一
九
二
六
年
初
頭
に
示

し
た
政
治
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
公
安
当
局
の
政
治
的
マ
ヌ
ー
ヴ
ァ
と
し
て
の
み
、
無
産
政
党
結
成
の
余
地
が
あ
る
か
の
ど
と
き
分

析
結
果
を
示
し
て
い
た
。
大
山
の
政
治
学
教
授
と
し
て
の
残
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
客
観
情
勢
の
冷
静
な
対
象
化
は
、
戦
闘
的
無
産
政
党

の
立
場
に
と
っ
て
は
、
全
面
的
に
抹
消
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
。

大
山
自
身
も
、
「
嵐
に
立
二
の
発
行
時
点
で
、
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
に
対
す
る
以
上
の
よ
う
な
内
容
の
削
除
を
認
め
た
。
戦
後
、

「
嵐
に
立
つ
」
は
、
中
央
公
論
社
版
「
全
集
』
第
三
巻
に
そ
の
ま
ま
収
め
ら
れ
た
。
大
山
は
、
そ
こ
で
も
う
一
度
、
田
部
井
の
作
業
に
よ

っ
て
大
幅
に
削
除
さ
れ
た
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
を
、
刊
行
後
の
追
認
で
は
あ
っ
た
が
、
「
私
の
労
作
中
の
代
表
的
な
も
の
」
と
し
て

承
認
し
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
た
。
さ
ら
に
、
同
全
集
の
編
集
過
程
で
、
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
に
書
き
入
れ
を
試
み
た
場
合
、
「
嵐
に
立

つ
」
で
受
け
た
大
幅
な
削
除
を
、
ほ
と
ん
ど
復
活
さ
せ
て
い
る
。
原
題
名
の
「
支
配
階
級
心
理
」
を
「
無
産
政
党
運
動
の
前
途
」
と
す
る

修
正
を
復
活
さ
せ
て
い
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
承
認
と
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
は
、
一
九
二
九
年
に
お
い
て
最
大
限
に
発
揚
さ
れ
て
い
た
「
政
治
的
自
由
獲
得
闘
争
」

主
義
の
、
戦
後
の
状
況
に
お
け
る
再
確
認
を
意
味
し
て
い
る
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
、
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
に
対
し
、
「
嵐
に
立
二
に
収
め
る
に
あ
た
っ
て
田
部
井
が
加
え
た
だ
い
た
ん
な
削
除
と
、
一
九
四
八
年
と
推

定
さ
れ
る
時
点
で
大
山
が
加
え
た
削
除
指
示
と
の
あ
い
だ
に
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
、
明
確
な
相
違
点
の
存
在
が
見
出
さ
れ
る
。
一

九
二
九
年
に
田
部
井
は
削
除
し
た
が
、
一
九
四
八
年
に
大
山
が
復
元
を
求
め
た
あ
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
部
分
の
内
容
上
の
意
味
に
注
目

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
田
部
井
が
削
除
し
、
大
山
が
復
活
を
指
示
し
た
の
は
、
次
の
部
分
で
あ
っ
た
。

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

三



農
民
労
働
党
の
結
党
を
準
備
す
る
委
員
会
で
、
労
働
運
動
右
派
の
立
場
か
ら
、
日
本
労
働
総
同
盟
は
、
ま
ず
左
翼
団
体
の
排
除
を
求
め
、

次
に
自
ら
の
脱
退
を
宣
言
し
た
。
こ
の
時
、
左
派
は
、
ま
ず
政
治
研
究
会
が
結
党
後
の
解
体
を
約
し
、
次
に
日
本
労
働
組
合
評
議
会
が
日

（？』）

発
的
脱
〈
呑
を
申
し
出
た
。
こ
の
左
派
の
姿
勢
は
、
他
団
体
か
ら
「
階
級
的
犠
牲
の
精
神
」
の
発
露
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
瞬
間
は
、

無
産
政
党
の
歴
史
に
お
い
て
、
左
派
が
謙
譲
の
姿
勢
を
示
し
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
瞬
間
の
意
義
を
、
大
山
は
見
落

さ
ず
、
戦
後
、
復
元
を
指
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
は
、
雑
誌
発
表
論
文
と
し
て
中
央
公
論
社
版

『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
大
山
の
こ
の
指
示
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

無
産
政
党
と
帝
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議
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一
四

総
同
服
が
か
く
し
て
投
じ
た
一
石
は
、
そ
れ
の
友
誼
団
体
の
或
る
も
の
シ
態
度
を
動
か
し
た
こ
と
に
依
っ
て
、
一
時
は
無
産
政
党
そ

の
も
の
シ
成
立
の
可
能
性
も
、
そ
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
ま
れ
た
。
が
、
過
去
四
個
月
に
亘
っ
て
無
産
政
党
準

備
計
画
の
た
め
に
主
力
と
な
っ
て
働
い
た
日
本
農
民
組
合
及
び
そ
の
他
の
数
団
体
の
幹
部
た
ち
の
そ
の
際
に
雌
け
る
異
常
な
る
斡
旋
の

努
力
と
、
評
議
会
の
犠
牲
的
態
度
の
下
に
船
け
る
自
発
的
脱
退
の
声
明
と
が
、
相
寄
っ
て
形
勢
緩
和
の
効
を
奏
し
て
、
日
本
に
雌
け
る

最
初
の
無
産
政
党
は
、
予
定
の
通
り
に
十
二
月
一
日
に
結
党
式
を
挙
げ
て
、
農
民
労
働
党
の
名
の
下
に
松
て
、
新
た
な
政
治
的
活
動
の

首
途
に
上
る
こ
と
シ
な
っ
た
。
（
同
上
、
一
五
○
ペ
ー
ジ
。
８
．
日
～
目
・
）

（
１
）
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
と
支
配
階
級
心
理
〃
が
一
九
二
九
年
刊
の
「
嵐
に
立
つ
」
に
収
め
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
川
部
丼
か
ら
受
け
た
主
な

削
除
部
分
は
、
発
表
誌
の
一
三
三
ペ
ー
ジ
六
行
月
か
ら
一
五
○
ペ
ー
ジ
一
二
行
Ｈ
ま
で
あ
り
、
戦
後
に
お
け
る
大
山
の
削
除
指
示
を
約
四
ペ

ー
ジ
越
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
岩
波
書
店
版
『
大
川
郁
夫
務
作
集
、
Ⅶ
巻
」
で
見
れ
ば
、
三
四
ペ
ー
ジ
八
行
Ｈ
か
ら
五
二
ペ
ー
ジ
九
行



一
九
二
六
年
に
発
表
し
た
大
山
の
論
文
〃
腱
氏
労
働
党
の
解
散
〃
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
二
九
年
に
お
け
る
川
部
丼
削
除
と
一
九
四
八
年

に
お
け
る
鋪
者
自
身
の
削
除
と
が
あ
り
、
こ
の
両
者
の
削
除
内
容
を
比
較
検
討
す
る
と
、
削
除
部
分
に
お
い
て
一
致
し
な
が
ら
、
量
的
な

相
異
が
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
蛾
的
な
柑
述
に
質
的
な
差
異
が
含
ま
れ
て
い
る
点
を
碓
認
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
両
者
の
あ

い
だ
に
賊
的
時
間
的
な
州
述
を
越
え
た
質
的
な
差
異
が
あ
る
と
の
前
提
で
、
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
に
つ
い
て
の
「
測
定
」
を
全
面
的

に
削
除
し
た
理
山
に
つ
い
て
も
、
一
九
二
九
年
の
削
除
と
一
九
四
八
年
の
削
除
と
の
あ
い
だ
に
、
削
除
理
由
の
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
の
挑
測
が
可
能
と
な
る
。

一
九
二
九
年
の
時
点
で
は
、
「
政
治
的
自
由
狸
得
闘
争
」
主
義
の
立
場
に
お
い
て
「
政
治
上
の
自
由
主
義
」
に
対
す
る
艇
価
的
側
定
が

無
産
政
党
と
帝
Ｎ
誠
会

一
五

目
ま
で
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
発
表
誌
一
五
一
ペ
ー
ジ
一
五
行
側
か
ら
一
五
八
ペ
ー
ジ
三
行
目
ま
で
、
岩
波
版
で
五
三
ペ
ー
ジ
一
三
行
目
か
ら

五
五
ペ
ー
ジ
一
行
目
ま
で
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
削
除
範
肌
は
、
大
山
の
後
Ⅲ
の
削
除
指
示
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
、
日
本
社
会
運
動
資
料
・
原
資
料
篇
「
政
治
研
究
会
・
無
産
政
党
組
織
準
備
委
員
会
」
（
法
政
大
学

出
版
局
、
一
九
七
三
年
、
四
三
九
～
四
四
○
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。
左
派
の
謙
譲
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
派
は
、
兇
通
し
と
し
て
、
無
腋
政
党

結
成
の
当
局
に
よ
る
許
諾
を
得
る
た
め
に
は
、
左
派
の
辞
退
で
は
な
く
、
左
派
の
排
除
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
判
断
を
持
っ
て
い
た
（
同
上

評
、
四
六
四
ペ
ー
ジ
所
収
の
資
料
ｚ
Ｃ
・
患
Ｃ
・
を
参
照
）
。
農
民
労
働
党
の
あ
と
の
労
働
農
民
党
は
、
右
派
の
そ
の
よ
う
な
方
針
に
よ
っ
て
発

足
が
可
能
と
な
っ
た
繩
過
を
示
し
て
い
る
‐

四
「
既
成
諸
政
党
全
体
」
と
無
産
政
党

ｌ
前
面
的
対
置
関
係
の
削
除
Ｉ



無
産
政
党
と
帝
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一
一
ハ

削
除
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
に
お
い
て
は
、
大
日
本
帝
国
懲
法
体
制
下
に
お
け
る
政
党
政
治
展
開
へ
械
極
的
評
価
を
与
え
る
立
場
と
、
そ

の
政
党
政
治
開
十
化
状
況
に
お
け
る
無
産
政
党
の
位
慨
に
つ
い
て
新
た
な
評
価
を
与
え
る
視
点
と
か
ら
す
る
、
か
っ
て
の
「
政
治
上
の
自
由

主
義
」
に
対
す
る
姫
価
的
測
定
へ
の
反
省
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
挑
測
は
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
へ
の
啓
き
入
れ
か
ら
だ
け
で
は
充

分
に
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
推
測
を
裏
付
け
る
、
大
山
の
別
の
論
文
に
対
す
る
別
の
書
き
込
み
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

巾
’
央
公
論
祉
版
「
全
集
」
の
編
集
作
業
と
し
て
、
大
山
が
、
か
っ
て
「
中
央
公
論
」
誌
上
に
発
表
し
た
論
文
に
手
を
入
れ
た
形
跡
と
し

て
は
、
〃
農
民
労
働
党
の
解
散
“
以
外
に
も
残
さ
れ
て
い
る
二
点
の
例
を
碓
認
で
き
る
。
〃
無
産
階
級
政
治
運
動
上
に
舵
け
る
皿
論
闘
争
の

諸
条
件
の
形
成
過
程
〃
（
「
中
央
公
論
」
一
九
二
六
年
五
月
）
が
そ
の
第
一
の
例
で
あ
る
。
こ
の
論
稲
は
、
帝
国
議
会
に
新
た
な
姿
を
現
わ

（
１
）
 

し
た
無
産
政
党
の
位
遇
と
役
割
を
、
既
成
政
党
と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
論
稿
で
あ
る
。
大
山
の
政
治
的
多
元
主
義

が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
階
級
闘
争
の
原
理
を
最
大
限
に
導
入
し
た
論
珊
椛
成
と
し
て
、
こ
の
論
稿
の
趣
旨
は
注
目
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
「
政
治
的
自
由
獲
得
闘
争
」
主
義
で
貫
徹
さ
れ
た
『
嵐
に
立
つ
」
に
と
っ
て
は
、
当
初
か
ら
収
録
の
対
象
外
と
な
る
論
旨
の
論
柵
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
大
山
が
あ
え
て
「
理
論
闘
争
」
の
論
域
を
選
ん
だ
こ
と
の
意
味
が
、
福
本
イ
ズ
ム
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
べ
き

（
２
）
 

で
あ
ろ
う
。
「
理
論
闘
争
」
を
し
な
が
ら
、
大
山
は
、
柵
本
イ
ズ
ム
と
異
蘭
の
議
垂
細
展
開
を
試
み
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
〃
理
論
闘
争
の
諸
条
件
〃
に
つ
い
て
も
、
大
山
は
、
一
九
四
八
年
の
時
点
で
、
一
九
二
六
年
の
旧
柵
に
手
を
入
れ
、
修

正
の
意
図
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
修
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

第
五
十
一
Ｍ
帝
国
議
会
（
一
九
二
五
年
一
二
月
～
一
九
二
六
年
三
月
）
に
お
い
て
、
三
分
の
一
議
席
し
か
占
め
て
い
な
か
っ
た
与
党
の

慰
政
会
と
、
野
党
の
政
友
会
、
そ
し
て
政
友
本
党
と
の
あ
い
だ
に
は
、
大
山
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
猛
烈
な
る
腐
敗
耶
件
摘
発
競
争
」
が

惹
起
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
第
五
一
回
帝
国
議
会
を
通
じ
て
、
既
成
政
党
の
あ
い
だ
に
、
こ
れ
も
大
山
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
プ
ル
ジ



ヨ
ア
政
治
圏
内
に
船
け
る
革
新
運
動
の
発
程
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
山
の
論
述
は
、
無
産
政
党
が
、
そ
の
よ
う
な
既
成
政
党

の
「
革
新
迦
励
」
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
、
迎
動
過
程
の
「
中
間
の
道
祝
」
に
お
け
る
「
臨
機
的
方
策
」
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
山
の
「
理
論
闘
争
」
は
、
「
運
動
の
終
極
目
標
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
の

よ
う
な
「
理
論
闘
争
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
福
本
イ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
疑
問
を
呈
す
る
内
容
の
議
論
と
な
っ
て
い
た
。

理
論
と
実
践
の
弁
証
法
的
統
一
な
ど
と
、
最
大
限
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
川
諮
を
郡
入
し
な
が
ら
、
「
迦
動
の
終
極
Ⅱ
標
」
と
、
「
中
間
の

道
程
」
に
お
け
る
「
臨
機
的
力
策
」
と
の
あ
い
だ
に
も
弁
証
法
的
統
一
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
い
か
に
も
大

山
ら
し
い
議
論
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
議
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
大
川
は
、
「
既
成
諸
政
党
全
体
」
と
無

産
政
党
の
関
係
を
対
極
に
あ
る
も
の
と
し
て
側
係
づ
け
た
。
無
産
政
党
か
ら
す
れ
ば
「
既
成
諸
政
党
全
体
」
は
丸
ご
と
否
定
の
対
象
で
あ

る
と
位
紐
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
大
山
は
、
一
九
四
八
年
段
階
で
、
こ
の
関
係
づ
け
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
修
正
と
削
除
の
指
示
を
行

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
削
除
部
分
に
含
ま
れ
て
い
る
。

無
産
政
党
諸
党
は
既
成
諸
政
党
と
は
、
正
反
対
の
極
め
の
上
に
お
か
れ
て
あ
る
立
場
に
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
で
、
こ
の
立
場
か

ら
そ
の
反
対
の
立
場
の
方
向
に
視
線
を
投
げ
る
と
き
、
資
本
主
義
文
化
の
最
も
特
徴
的
な
現
は
れ
の
一
つ
と
し
て
、
右
の
議
会
の
醜
状

暴
露
の
展
開
過
程
が
、
特
に
顕
著
に
目
立
っ
て
見
え
て
来
る
の
で
あ
る
。

（
「
中
央
公
論
」
一
九
二
六
年
五
月
、
九
四
ペ
ー
ジ
。
一
．
著
作
集
Ⅶ
」
で
。
』
届
．
）

〃
理
論
闘
争
の
諸
条
件
〃
に
お
け
る
後
日
の
修
正
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
箇
所
は
こ
の
内
容
の
削
除
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
発
表
時
点

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

一
七



無
雄
政
党
と
帝
国
議
会

一
八

で
は
、
無
産
政
党
の
出
現
と
「
既
成
諸
政
党
全
体
」
と
が
、
右
に
見
た
よ
う
に
「
正
反
対
の
極
め
の
上
」
に
あ
る
と
す
る
把
握
が
強
調
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
把
握
が
、
無
産
政
党
は
「
別
天
地
」
に
あ
る
と
し
て
、
さ
ら
に
確
言
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
把
握
が
、
大
山
に
よ
っ
て
、
後
日
、
全
面
的
に
削
除
さ
れ
た
。
右
の
部
分
に
対
す
る
大
山
の
書
き
直
し
は
、
次

の
よ
う
な
簡
略
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
既
成
諸
政
党
全
体
」
と
無
産
政
党
を
両
極
に
対
慨
す
る
図
式
は
完
全
に
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。

我
々
は
、
第
五
十
一
識
会
に
雌
け
る
余
り
に
顕
著
で
あ
っ
た
醜
状
暴
露
の
連
続
に
関
し
て
、
既
成
諸
政
党
中
の
或
る
人
々
が
或
る
狸

度
に
悔
恨
の
情
を
示
し
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
縦
し
我
々
に
出
来
る
限
り
の
好
意
を
以
て
承
認
し
得
る
に
も
せ
よ
、
畢
覚
そ
れ
が
無
条
件

に
彼
等
の
道
徳
的
反
省
か
ら
来
た
も
の
で
な
く
て
、
少
く
と
も
ま
づ
第
一
段
に
は
、
彼
等
の
各
自
の
関
係
政
党
及
び
既
成
諸
政
党
全
体

の
上
に
繋
が
る
或
る
利
害
問
題
の
打
算
か
ら
来
た
も
の
だ
と
い
ふ
我
々
の
論
点
の
上
に
、
些
か
の
手
加
減
を
も
加
へ
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
に
、
我
々
が
特
に
右
の
通
り
に
『
既
成
諸
政
党
全
体
」
と
い
ふ
言
葉
を
挿
入
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か

っ
た
の
は
、
我
々
の
当
面
の
問
題
に
対
す
る
す
べ
て
の
既
成
諸
政
党
の
人
々
の
関
心
の
重
大
さ
が
、
折
も
折
、
議
会
に
船
け
る
例
の

「
泥
試
合
』
が
段
々
と
高
潮
に
昇
り
つ
め
つ
つ
あ
っ
た
瞬
間
に
舷
て
、
そ
れ
と
は
全
然
無
関
係
な
別
天
地
で
晴
や
か
な
産
ぶ
声
を
挙
げ

た
無
産
政
党
の
出
現
を
前
に
し
て
、
異
常
の
程
度
に
舵
て
墹
進
せ
し
め
ら
れ
た
趣
き
が
あ
っ
た
と
い
ふ
一
事
実
と
、
不
可
分
の
関
係
に

結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

（
「
中
央
公
論
』
一
九
二
六
年
五
月
、
八
七
ペ
ー
ジ
。
『
著
作
染
Ⅶ
」
ｇ
・
Ｂ
Ｐ
１
」
ａ
）



〃
理
論
闘
争
の
諸
条
件
〃
に
お
い
て
、
大
山
は
、
武
藤
山
治
に
よ
る
政
治
更
新
連
盟
に
お
け
る
「
政
治
の
経
済
化
」
や
、
も
う
一
人
の

政
沿
的
革
新
運
動
の
提
唱
満
で
あ
る
後
藤
新
平
に
よ
る
「
政
論
の
倫
理
化
」
の
提
隅
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
提
咄
へ
の
倣
而
が
無
産
政

党
の
「
理
論
闘
争
の
条
件
」
、
す
な
わ
ち
「
臨
機
的
方
策
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
指
摘
は
、
必
ず

し
も
、
「
既
成
諸
政
党
全
体
」
と
無
産
政
党
と
の
両
極
化
図
式
と
対
応
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
〃
理
論
闘
争
の
諸

条
件
〃
が
発
表
さ
れ
た
当
時
か
ら
の
「
測
疋
」
結
果
の
矛
噛
点
で
あ
っ
た
。
記
述
の
統
一
に
、
削
除
を
含
む
修
正
の
技
術
的
理
由
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
無
産
政
党
を
「
既
成
諸
政
党
全
体
」
と
全
面
的
に
対
決
さ
せ
る
図
式
そ
の
も
の
に
つ

い
て
の
修
正
の
意
図
が
一
九
四
八
年
段
階
で
表
出
し
た
の
で
あ
っ
た
、
と
見
る
こ
と
の
妥
当
性
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

「
中
央
公
論
」
一
九
三
○
年
八
川
号
に
は
、
大
山
の
〃
帝
同
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
１
の
武
器
と
し
て
の
労
働
組
合
法
政
府
案
〃
が
発
表

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
論
文
に
つ
い
て
も
、
中
央
公
論
社
版
「
全
集
」
の
原
稿
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
断
片
資
料
と
し
て
、
大
山

の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
、
二
点
の
例
の
も
う
一
点
の
例
で
あ
る
。
同
じ
く
一
九
四
八

年
時
点
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
大
山
の
そ
の
譜
き
込
み
も
、
「
既
成
諸
政
党
全
体
」
な
る
と
ら
え
方
に
つ
い
て
の
修
派
を
意
味
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

一
九

こ
の
見
地
か
ら
我
々
は
、
第
五
十
一
議
会
に
舵
け
る
余
り
に
も
顕
著
で
あ
っ
た
醜
悠
暴
鰍
の
連
続
に
関
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
政
党
中

の
或
る
人
々
が
或
る
程
度
の
悔
恨
の
状
を
示
し
た
と
い
ふ
こ
と
も
、
畢
覚
そ
れ
は
彼
等
の
道
徳
的
反
省
か
ら
来
た
も
の
で
な
く
、
彼
等

の
各
自
の
関
係
政
党
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
全
体
に
繋
が
る
様
々
の
利
害
問
題
の
打
算
か
ら
来
た
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
、
何
等
鶴

賭
す
る
こ
と
な
く
断
言
す
る
も
の
で
あ
る
。



治
安
警
察
法
や
治
安
維
持
法
の
制
定
は
な
さ
れ
た
が
、
つ
い
に
労
働
組
合
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
実
態
と
し
て
存
在
す
る
労
働

組
合
の
法
的
承
認
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
戦
前
の
日
本
資
本
主
義
の
特
質
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
一
般
的
状
況

に
あ
っ
て
も
、
政
党
政
治
の
開
花
期
に
、
懸
政
会
Ⅱ
民
政
党
に
よ
る
労
働
組
合
法
政
府
案
の
国
会
上
程
が
実
現
な
い
し
そ
の
一
歩
手
前
ま

で
進
行
し
た
機
会
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
無
産
政
党
支
持
勢
力
は
、
そ
の
機
会
を
的
碓
に
把
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
な
か
っ
た
。

と
く
に
、
浜
口
雄
幸
内
閣
段
階
に
お
け
る
第
五
十
九
回
帝
国
議
会
（
一
九
三
○
年
一
二
月
～
一
九
三
一
年
一
一
一
月
）
に
お
け
る
非
合
法
左
派

（
１
）
”
農
民
労
働
党
の
解
散
〃
に
は
、
大
山
の
筆
跡
で
「
附
録
第
二
」
と
の
瀞
き
込
み
が
あ
り
、
こ
の
〃
理
論
剛
争
の
諸
条
件
〃
に
は
、
同
じ

く
「
附
、
第
四
」
と
あ
る
。
ど
ち
ら
に
も
消
却
の
意
味
の
印
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
中
央
公
論
社
版
『
全
集
」
編
染
の

過
程
で
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
巻
数
変
更
の
跡
と
見
れ
る
。
し
か
し
、
両
論
文
と
も
「
全
染
」
に
は
未
掲
戦
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
大
山
は
雑
誌
亭
ル
ク
ス
主
義
」
に
論
文
を
発
表
し
た
こ
と
が
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
同
誌
は
福
本
和
夫
が
論
陣
を
張
る
場
で
あ
っ

た
。
大
山
は
雑
誌
「
労
農
』
に
も
登
場
し
た
こ
と
が
な
い
。
「
労
農
」
誌
は
山
川
均
の
〃
政
治
的
統
一
戦
線
へ
〃
で
創
刊
号
の
巻
頭
を
飾
っ

て
い
た
。
大
川
が
編
災
同
人
の
縦
頭
と
な
っ
て
発
行
に
加
わ
っ
た
雑
誌
は
「
大
衆
』
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
」
「
労
農
」
「
大
衆
」
三

謎
の
関
係
が
、
大
山
の
理
論
と
編
本
イ
ズ
ム
や
山
川
イ
ズ
ム
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
に
、
こ
こ
で
は
と

ど
め
て
お
き
た
い
。

五
反
対
党
か
ら
野
党
ヘ

ー
ー
浜
口
内
閣
へ
の
対
応
と
評
価
Ｉ

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

￣ 

￣ 

○ 



の
「
議
会
打
倒
闘
争
」
は
、
「
資
本
家
団
体
に
法
案
（
労
働
組
合
法
案
）
撲
滅
の
た
め
の
絶
好
の
口
実
」
を
与
え
、
こ
こ
で
法
案
を
「
半

（
１
）
 

永
久
的
に
議
会
か
．
ｂ
葬
り
さ
ら
し
め
た
」
と
左
派
自
身
に
よ
っ
て
自
己
批
判
さ
れ
て
い
る
。

労
働
農
民
党
が
解
散
さ
れ
た
あ
と
再
建
さ
れ
た
労
農
党
の
委
員
長
と
な
り
、
衆
議
院
議
員
と
な
っ
て
い
た
大
山
は
、
非
合
法
左
派
の

「
議
会
打
倒
闘
争
」
に
組
す
る
見
解
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
合
法
分
野
の
最
左
派
の
立
場
か
ら
、
浜
口
氏
政
党
内
閣
が
剛
会
上
幌

を
準
備
し
て
い
た
労
働
組
合
法
案
に
、
全
面
否
定
に
近
い
批
判
を
腰
附
し
た
。
そ
の
批
判
内
容
が
〃
帝
国
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
武
器

と
し
て
の
労
働
組
合
法
政
府
案
〃
に
示
さ
れ
て
い
る
。
大
山
の
批
判
の
要
点
は
、
政
府
案
で
は
、
労
働
組
合
が
経
済
団
体
と
し
て
限
定
さ

れ
、
労
働
組
合
が
労
働
組
合
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
政
治
活
動
が
規
制
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
点
に
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
労
働
組
合
を
、
「
労
働
条
件
ノ
維
持
改
善
ヲ
目
的
ト
ス
ル
労
働
者
ノ
団
体
又
ハ
其
ノ
連
合
体
ヲ
請
う
」
と
す
る
規
定
を
批

判
し
つ
つ
、
大
山
が
展
開
し
た
一
九
三
○
年
の
そ
の
議
論
に
つ
い
て
、
大
川
自
身
、
一
九
四
八
年
と
推
定
さ
れ
る
時
点
で
、
後
日
の
修
正

を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
修
正
点
は
次
の
二
点
で
あ
っ
た
。

、
、
、
、

、
、
、
、

ま
ず
、
大
山
は
、
「
浜
口
内
閣
は
何
故
労
働
組
合
の
政
治
活
動
を
禁
圧
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
」
と
か
、
「
浜
口
内
閣
の
労
働

組
合
法
案
は
、
明
か
に
治
安
維
持
法
の
×
×
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
部
分
（
「
中
央
公
論
」
一
九
三
○
年
八
月
、
一
二
ペ
ー
ジ
、
一
五
ペ

ー
ジ
）
の
「
浜
口
内
閣
」
を
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府
」
に
訂
正
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
指
示
は
、
先
に
見
た
「
既
成
諸
政
党
全

体
」
な
る
概
括
的
把
握
の
修
正
と
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
浜
口
内
閣
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
内
閣
一
般
と
し
て
の
性
格

が
、
労
働
組
合
の
政
治
活
動
の
法
的
規
制
に
向
か
わ
し
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
逆
に
、
浜
口
内
閣
段
階
に
お
け
る
労
働
組
合
法
案
の
性

格
か
ら
浜
、
内
閣
の
特
性
そ
の
も
の
を
否
定
し
去
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
把
握
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
後
日
の
配
噸
が
そ
こ
に
兇
Ⅲ

さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

無
産
政
党
と
帝
国
議
会
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た
と
え
ば
、
一
八
年
前
の
発
表
時
点
に
お
い
て
「
労
働
者
の
政
党
が
労
働
者
階
級
の
『
頭
部
」
と
し
て
組
織
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
た

把
握
（
「
中
央
公
論
」
一
九
三
○
年
八
月
、
一
四
ペ
ー
ジ
）
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
党
は
、
労
働
者
大
衆
の
中
の
、
比
較
的
少
数

の
極
め
て
優
秀
な
る
部
分
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
周
囲
に
よ
り
多
数
の
目
覚
め
た
る
大
衆
が
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ

る
」
と
す
る
把
握
へ
の
修
正
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
存
在
に
対
し
、
「
党
」
を
「
頭
部
」
と
位
置
づ
け
る
把
握
の
撤
回
の
指

示
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
党
」
と
は
、
左
翼
政
党
一
般
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

大
山
は
、
依
然
と
し
て
「
ベ
ル
ト
理
論
」
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
か
く
し
て
労
働
組
合
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
的
闘

争
に
膝
て
、
党
と
大
衆
と
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
ベ
ル
ト
の
役
目
を
果
し
て
ゐ
る
」
と
す
る
見
解
（
同
上
、
同
ペ
ー
ジ
）
の
保
博
で
あ
る
。

だ
が
、
大
山
は
、
こ
の
「
ベ
ル
ト
理
論
」
は
次
の
よ
う
な
意
味
内
容
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
を
付
け
加
え
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。
「
党
と
組
合
と
は
、
互
に
、
有
機
的
に
組
織
さ
れ
た
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
祁
然
た
る
政
治
闘
争
組
織
で
あ
る
」
。
こ

（リ』）

こ
で
は
、
戦
前
の
社
会
運
動
の
理
論
と
し
て
の
「
ベ
ル
ト
理
論
」
が
含
意
し
て
い
た
「
党
と
組
へ
口
」
の
上
下
関
係
は
否
定
し
去
ら
れ
て
い

る
。
同
時
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
と
し
て
の
無
産
政
党
が
、
労
働
組
合
と
、
政
党
政
治
の
状
況
に
お
け
る
「
連
帯
」
的
な
関
係

を
》
憶
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
議
会
政
治
の
場
に
お
け
る
、
政
党
と
組
合
の
役
割
関
係
を
確
認
す
る
指
示
で
あ
る
。

天
皇
制
支
配
体
制
下
に
お
け
る
政
党
政
治
の
高
揚
の
頂
点
と
し
て
、
浜
口
内
閣
段
階
の
帝
国
議
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
労
農

党
委
員
長
と
し
て
の
大
山
の
対
応
を
見
る
と
、
当
時
の
非
合
法
左
派
の
「
議
会
打
倒
闘
争
」
と
は
画
然
と
距
離
を
置
い
て
い
た
。
そ
も
そ

明
確
化
を
目
差
し
て
い
る
。

無
産
政
党
と
帝
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次
に
、
大
山
は
、
労
働
組
合
と
無
産
政
党
の
関
係
に
つ
い
て
の
「
ベ
ル
ト
理
論
」
を
修
正
す
る
指
示
を
行
な
っ
た
。
両
者
の
関
係
を
、

よ
り
相
対
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
組
合
運
動
の
領
域
を
確
定
す
る
と
同
時
に
、
無
産
政
党
の
議
会
政
治
に
お
け
る
位
置
と
役
割
の



大
山
は
、
浜
口
内
閣
に
対
し
て
「
糺
弾
的
意
味
」
を
含
ん
だ
質
問
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
な
が
ら
、
内
容
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
失

業
問
題
に
つ
い
て
、
緊
急
対
策
と
し
て
の
法
案
を
提
出
し
、
そ
の
法
案
の
財
政
的
裏
付
け
ま
で
を
も
説
明
し
た
。
大
山
の
質
問
演
説
に
対

（
６
）
 

し
、
加
藤
勘
十
が
、
「
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
社
会
民
主
々
義
者
の
表
現
以
前
の
何
も
の
で
も
な
い
」
と
評
し
た
の
も
当
然
と
思
堂
え
る
議
会
主

義
的
立
場
の
表
明
で
あ
っ
た
。
亡
命
以
前
に
お
け
る
、
無
産
政
党
と
帝
国
議
会
の
関
係
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
実
践
的
追
求
の
経
験
が

無
産
政
党
と
帝
国
議
会
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（一Ｊ）

を
行
な
っ
て
い
る
。

６
、
大
山
は
、
無
産
政
党
の
起
点
と
し
て
活
動
し
た
労
働
農
民
党
の
結
党
宣
言
に
お
け
る
「
議
会
主
義
へ
の
絶
対
無
限
の
信
仰
」
あ
る
い

（
３
）
 

は
「
絶
対
的
議
会
主
義
信
認
」
に
注
目
す
る
立
場
を
明
、
ｂ
か
に
し
て
い
た
。
こ
の
立
場
は
、
当
時
に
お
け
る
コ
ミ
ン
ー
プ
ル
ン
の
、
も
は
や

ブ
ル
ジ
ョ
ア
議
会
を
利
用
す
る
段
階
は
終
っ
た
の
で
あ
り
、
い
ま
や
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
議
会
施
設
の
中
に
そ
の
間
諜
（
尻
目
９

⑪
、
冨
洋
の
『
）
を
放
つ
こ
と
」
が
任
務
で
あ
り
、
あ
る
条
件
に
お
い
て
は
「
こ
れ
を
乗
取
る
た
め
に
（
目
農
の
『
○
ず
の
日
．
．
）
議
会
に
入
っ
て
行
く

（
４
）
 

に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
一
ア
ー
ゼ
と
真
正
面
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
立
場
の
大
山
が
、
衆
議
院
議
員
と
な
っ
て
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
行
な
っ
た
浜
口
首
相
に
対
す
る
質
問
演
説
二
九

三
○
年
四
月
二
七
日
）
は
、
帝
国
議
会
に
お
け
る
無
産
政
党
の
果
た
す
役
割
を
充
分
に
自
覚
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
社
会

民
衆
党
の
片
山
哲
、
日
本
大
衆
党
の
浅
原
健
三
な
ど
の
質
問
と
連
携
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
。
無
産
政
党
諸
党
に
よ
る
議
会
対
策
共
同

委
員
会
の
調
整
枠
の
承
認
に
も
と
ず
く
演
説
で
あ
り
、
左
派
無
産
政
党
だ
け
で
は
な
く
、
無
産
政
党
諸
党
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
役
割
の

承
認
を
前
提
と
す
る
演
説
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
渡
説
で
大
山
は
、
無
産
政
党
の
代
表
が
、
衆
院
本
会
議
で
一
般
質
問
演
説
が
で
き
る
の

は
民
衆
の
勢
力
が
伸
び
て
時
代
が
変
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
大
山
は
、
こ
こ
で
二
度
も
、
も
し
無
産
政
党
が
政
権

を
掌
握
す
れ
ば
、
と
い
う
表
現
を
使
い
、
無
産
政
党
は
単
な
る
反
対
政
党
で
は
な
い
、
と
い
う
野
党
（
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
の
立
場
の
表
明
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背
景
と
な
っ
て
、
大
山
の
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
に
お
け
る
日
本
一
憲
政
史
の
研
究
が
深
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
四
八
年
段
階
に
お
け
る
大
山
の
、
一
九
二
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
○
年
代
に
か
け
て
発
表
し
た
旧
論

文
へ
の
書
き
入
れ
に
よ
る
修
正
指
示
は
、
亡
命
時
代
の
研
究
生
活
の
到
達
点
を
示
す
一
端
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
到
達
点
を
も
た
ら
す

下
地
と
な
っ
た
無
産
政
党
活
動
の
経
験
の
総
括
を
も
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
最
後
に
、
大
山
の
無
産
政
党
へ
の
関
与
が
も
た
ら
し
た

議
会
政
治
の
経
験
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）
「
団
結
権
法
認
問
題
に
お
け
る
労
働
考
側
の
失
敗
」
に
対
す
る
猟
烈
な
批
判
は
、
す
で
に
一
九
三
七
年
の
時
点
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。

風
早
八
十
二
「
日
本
社
会
政
策
史
」
日
本
評
論
社
刊
。
青
木
文
庫
版
、
下
、
四
一
五
～
四
一
六
ペ
ー
ジ
。

（
２
）
「
議
会
打
倒
闘
争
」
を
批
判
す
る
風
早
八
十
二
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
風
早
も
、
労
働
者
の
政
党
は
労
働
組
合
に
対
し
て
「
上
位
に
あ
る
も

の
」
と
か
、
「
労
働
組
合
は
政
党
の
活
動
の
地
盤
と
し
て
始
め
て
そ
の
意
義
を
完
了
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
か
と
す
る
理
解
を
示
し
て
い
る

（
同
右
、
三
八
五
ペ
ー
ジ
）
。
な
お
、
そ
の
よ
う
な
「
ベ
ル
ト
理
論
」
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
理
論
の
導
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
明
治
社
会
主
義
に
お
け
る
「
労
働
組
合
は
一
時
の
策
略
に
過
ぎ
ず
」
（
村
井
知
至
）
と
す
る
把
握
を
根
底
に
据
え
る
確
固
た
る

理
論
的
碓
信
に
な
っ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
（
伺
右
、
三
八
八
ペ
ー
ジ
）
。
大
山
の
場
合
、
明
治
社
会
主
義
と
の
思
想
的
連
関
性
は
ま
っ

た
く
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
に
対
し
拒
絶
的
で
あ
る
。

（
３
）
大
山
〃
新
労
農
党
の
議
会
主
義
肯
定
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
議
会
の
自
己
否
定
〃
「
大
衆
」
第
一
巻
二
号
、
一
九
二
六
年
四
月
。

（
４
）
Ｅ
【
の
碑
薗
の
ｇ
Ｒ
ｇ
の
【
・
日
日
目
『
の
蔚
呂
の
口
勺
肖
の
團
巨
且
旦
の
。
勺
日
］
四
日
の
。
日
１
ｍ
目
底
⑫
・
言
四
日
｛
の
の
庁
口
の
⑫
ロ
ス
・
口
日
研
の
⑦
⑰
Ｑ
の
『

【
・
日
日
員
の
〔
『
Ｈ
ｐ
ｇ
胃
の
ｇ
目
・
ロ
巴
の
．
【
鉤
乞
い
Ｐ
Ｚ
・
・
屋
の
。
ｇ
の
‐
］
］
←
・
「
大
衆
」
第
二
巻
七
号
、
一
九
二
七
年
九
月
、
の
訳
文
。

（
５
）
第
五
十
八
回
帝
国
議
会
衆
院
本
会
議
に
お
け
る
大
山
の
質
問
演
説
は
、
当
時
、
労
農
党
本
部
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
収
め
ら
れ
た
ほ
か
、

「
大
衆
時
代
」
第
一
巻
六
号
、
一
九
三
○
年
六
月
に
掲
栽
さ
れ
る
な
ど
し
た
。
戦
後
、
中
央
公
論
社
版
「
全
集
』
第
二
巻
に
所
収
。
こ
の
演



政
党
政
治
開
花
期
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
、
通
常
、
計
五
回
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
無
産
政
党
の
位
置
と
、
そ
の
議
会
活
動
の
具
体
的
内

（
１
）
 

容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
い
ま
ま
で
き
た
。
無
産
政
党
は
、
一
一
大
政
党
で
あ
る
政
友
会
と
民
政
党

も
っ
と
も
、
一
九
一
一
一
二
年
の
五
・
一
五
事
件
前
の
政
党
政
治
開
花
期
の
三
回
の
総
選
挙
結
果
で
は
、
無
産
政
党
各
党
の
議
席
率
は
一
％

台
に
過
ぎ
ず
、
得
票
率
も
五
％
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
一
九
三
○
年
代
後
半
の
無
産
政
党
の
到
達
点
は
、
は
た

し
て
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
批
判
す
る
立
場
に
お
け
る
到
達
点
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
の
か
否
か
、
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

帝
国
議
会
に
占
め
た
無
産
政
党
の
議
席
占
有
率
は
、
一
九
三
七
年
に
は
八
・
五
％
に
達
し
て
い
た
。
得
票
率
も
、
同
年
の
時
点
で
一
○

％
二
○
○
万
票
）
を
越
え
た
の
で
あ
り
、
帝
国
議
会
に
お
け
る
無
産
政
党
の
重
み
は
か
な
り
の
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
て
い
た
と
見
る
こ

る
◎ 

と
が
で
き
る
。

説
で
、
大
山
は
「
政
治
的
自
由
挫
得
闘
争
」
主
義
を
全
面
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
共
産
党
非
合
法
化
の
問
題
性
、
植
民
地
民
衆
に
対

す
る
基
本
的
権
利
の
剥
奪
と
人
間
的
生
活
の
破
壊
に
つ
い
て
糾
弾
の
声
を
挙
げ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
大
山
特
有
の
視
点
で
あ
る
。

（
６
）
加
藤
勘
十
〃
天
に
向
っ
て
唾
き
す
る
も
の
〃
「
大
衆
時
代
」
第
一
巻
六
号
、
一
九
三
○
年
六
月
。
加
藤
に
よ
れ
ば
「
議
会
人
と
し
て
の
大

山
氏
」
に
お
い
て
社
会
民
主
主
義
者
と
し
て
の
「
大
山
氏
の
本
質
」
が
「
露
出
」
し
て
い
ろ
と
言
う
。

六
議
会
対
策
共
同
委
員
会
の
経
過

Ｉ
大
山
，
質
問
演
説
の
背
景
Ｉ

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

二

五
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の
議
席
数
が
均
衡
し
て
い
る
状
態
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ヴ
ォ
ー
ト
執
行
者
の
役
割
を
果
た
す
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
無
産
政
党
各
派
に
、
政
権
参
画
の
志
向
性
が
な
く
、
せ
い
ぜ
い
、
議
場
を
政
治
宣
伝
の
場
と
す
る
方
針
で
い
た
こ
と

（
２
）
 

が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

中
間
派
無
産
政
党
に
属
し
て
い
た
河
野
密
が
、
「
Ｈ
本
社
会
政
党
史
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
○
年
）
で
、
府
県
会
選
挙
を
含
む
選
挙

活
動
の
側
面
を
、
無
産
政
党
の
歴
史
に
お
い
て
亜
祝
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
通
史
と
し
て
注
ｎ
さ
れ
る
べ
き
試
み
で
あ
っ
た
。
右
派
無
産

政
党
に
属
し
て
い
た
片
山
哲
が
、
「
回
顧
と
展
望
」
（
福
村
出
版
、
一
九
六
七
年
）
で
、
無
産
政
党
出
身
議
員
の
議
会
内
活
動
に
つ
い
て
記

録
を
残
し
た
の
は
、
ば
か
に
例
の
少
な
い
試
み
で
あ
っ
た
。
片
山
の
「
回
観
」
に
よ
れ
ば
、
政
党
政
治
開
花
期
に
お
け
る
無
産
政
党
の
議

会
活
動
は
次
の
よ
う
な
実
態
を
示
し
て
い
た
。

第
一
回
普
選
で
八
名
当
選
し
、
そ
の
内
訳
は
、
右
派
の
社
会
民
衆
党
四
名
、
中
間
派
の
川
本
労
農
党
系
二
名
、
左
派
の
労
働
農
民
党
二

名
で
あ
っ
た
が
、
八
名
を
当
選
さ
せ
た
無
産
政
党
諸
党
は
、
院
内
で
「
無
産
政
党
共
同
闘
争
委
員
会
」
（
マ
マ
）
を
組
織
し
て
共
同
歩
調

を
と
っ
た
。
こ
の
委
員
会
に
お
い
て
、
各
党
の
議
員
は
、
「
内
部
に
お
い
て
議
論
を
闘
わ
す
こ
と
も
少
な
く
…
…
よ
く
団
結
し
て
仲
よ
く

活
動
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
一
般
質
問
滅
説
に
立
っ
た
議
員
は
西
尾
末
広
で
あ
り
、
「
社
会
主
義
者
、
初
め
て
議
政
胸
上
に
立

つ
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
社
会
民
衆
党
を
代
表
す
る
鈴
木
文
治
は
、
内
閣
不
信
任
案
の
趣
旨
説
明
を
担
当
し
た
。
「
当
時
は
、
最
初
の
一
般
質

問
に
重
点
を
お
く
よ
り
も
、
不
信
任
案
を
出
す
と
か
、
予
算
の
討
論
を
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
敢
点
に
考
え
て
い
た
」
か
ら
で
あ

る
（
同
書
一
五
七
～
一
五
八
ペ
ー
ジ
）
。

第
二
回
普
選
後
の
浜
口
内
閣
段
階
に
お
け
る
帝
国
議
会
で
は
、
前
回
の
機
会
に
社
会
民
衆
党
の
西
尾
が
一
般
質
問
演
説
に
立
っ
た
の
で
、

こ
の
機
会
に
は
労
農
党
の
大
山
が
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
片
山
が
、
大
山
に
つ
づ
く
第
二
陣
を
引
き
受
け
た
。
片
山
は
、
「
浜
口
首
相
を



府
県
議
会

大
原
社
研
の
『
川
本
労
働
年
鑑
」
は
、
無
産
政
党
の
助
向
に
周
到
な
配
噸
を
払
っ
て
い
た
。
そ
の
記
緑
打
は
、
当
時
の
大
原
社
研
に
お

け
る
理
論
作
業
を
確
認
で
き
る
河
野
密
（
二
村
一
夫
氏
の
教
示
）
と
推
定
さ
れ
る
。
第
一
回
並
川
選
は
、
一
九
二
八
年
二
月
の
衆
議
院
議
員

選
挙
と
し
て
実
施
さ
れ
る
前
に
、
一
九
二
七
年
九
月
～
一
○
月
の
府
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
実
現
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

府
県
会
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
、
「
日
本
労
働
年
鑑
、
一
九
二
八
年
版
」
は
、
早
く
も
、
以
下
の
よ
う
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。

普
選
実
施
に
対
応
し
て
撞
頭
し
て
き
た
無
産
政
党
の
動
向
は
、
内
部
で
左
・
右
の
対
立
を
激
化
さ
せ
な
が
ら
も
「
殆
ん
ど
無
産
階
級
運

動
の
主
力
を
吸
収
し
た
か
の
観
」
が
あ
っ
た
。
金
融
恐
慌
以
来
の
政
治
・
経
済
上
の
不
安
と
動
揺
は
、
一
般
民
衆
の
「
無
産
政
党
に
対
す

る
期
待
を
弧
く
刺
戟
し
た
」
と
見
て
よ
い
。
全
国
一
斉
の
「
府
県
会
議
皿
の
総
選
挙
」
に
、
全
国
の
無
産
政
党
か
ら
立
候
補
し
た
も
の
は
、

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

二
七

鞭
達
」
し
、
「
陸
軍
を
お
さ
え
る
こ
と
」
に
激
励
を
送
る
意
図
で
演
説
し
た
と
い
う
（
同
書
、
一
五
九
ペ
ー
ジ
）
。

無
産
政
党
に
は
、
法
案
提
出
椎
が
な
か
っ
た
の
で
、
労
働
組
合
法
、
小
作
人
保
池
法
、
母
子
扶
助
法
、
家
事
調
停
法
な
ど
を
、
他
の
野

党
（
既
成
政
党
）
に
頼
み
込
ん
で
「
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
だ
け
に
賛
成
し
て
も
ら
っ
た
」
と
す
る
片
山
の
証
言
（
同
書
、
一
七
六
ペ
ー

ジ
）
は
貴
亜
で
あ
る
。
大
山
も
先
の
一
般
質
問
演
説
の
中
で
、
躯
事
費
の
縮
小
に
つ
い
て
は
、
他
の
岬
党
の
、
そ
し
て
議
事
述
営
上
は
同

（
３
）
 

〈
左
派
「
第
一
控
室
」
に
肌
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
淌
瀬
一
郎
の
質
問
に
識
る
、
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
以
上
の
片
山
の
「
回
顧
」
に
は
、
片
山
の
立
場
に
引
き
寄
せ
た
記
述
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
以
下
、
大
原
社
会
問
題
研
究

所
編
「
日
本
労
働
年
鑑
」
の
各
年
版
（
一
九
二
八
年
版
～
一
九
三
二
年
版
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
無
産
政
党
諸
党
の
院
内
活
動
を
、
議
会

対
策
共
同
委
員
会
の
動
向
で
と
ら
え
る
形
で
、
よ
り
詳
し
く
と
ら
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。



無
産
政
党
と
帝
国
議
会

二
八

総
計
二
○
四
名
、
当
選
二
八
名
、
総
得
票
数
二
六
万
票
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
の
評
価
は
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
「
金
権
万
能
の
選

挙
界
に
徒
手
空
拳
を
以
て
進
出
」
し
、
こ
の
よ
う
な
成
繍
を
挙
げ
た
こ
と
は
、
無
産
階
級
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

「
選
挙
界
の
赦
弊
に
向
っ
て
一
大
鉄
槌
を
下
し
た
も
の
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
（
同
上
、
二
九
九
ペ
ー
ジ
）
。

無
産
政
党
の
代
表
者
二
八
名
が
府
県
会
に
送
ら
れ
た
こ
と
は
、
地
方
議
会
に
「
異
常
な
影
響
」
を
与
え
た
。
無
産
政
党
出
身
議
員
た
ち

が
、
ま
ず
直
面
し
た
問
題
は
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
で
あ
っ
た
。
自
選
、
棄
権
、
欠
席
等
の
対
応
の
ほ
か
、
「
政
友
会
と
抱
合
」
す
る

な
ど
の
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。
政
友
会
と
民
政
党
が
同
数
で
無
藤
政
党
側
が
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ヴ
ォ
ー
ト
を
握
っ
た
場
合
、
自
選
の
姿
勢

は
好
評
を
以
て
迎
え
ら
れ
、
政
・
氏
伯
仲
を
利
川
し
て
向
ら
が
副
議
長
に
就
い
た
場
合
、
「
不
評
」
で
あ
っ
た
。
無
産
政
党
出
身
識
貝
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
府
県
会
に
お
い
て
、
牛
馬
税
、
、
転
水
税
、
そ
の
他
諸
税
の
撤
廃
の
た
め
に
爾
闘
、
言
論
の
取
締
り
や
警
察
官
の
横
暴
な
態

度
等
に
つ
い
て
弾
劾
的
質
問
を
放
ち
、
「
概
し
て
好
評
を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
」
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
正
確
な
る
資
料
に

依
っ
て
具
体
的
に
報
告
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
」
の
は
「
遺
憾
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
（
同
上
、
三
一
○
～
三
一
一
ペ
ー
ジ
）
。

九
年
版
』
三
二
一
一
一
ペ
ー
ジ
）
。

第
五
十
五
回
特
別
議
会
（
一
九
二
八
年
四
月
二
三
日
～
五
月
六
日
）

与
党
野
党
伯
仲
の
議
会
に
お
け
る
無
産
政
党
議
員
八
名
の
初
進
出
で
あ
っ
た
。
「
階
級
的
利
益
」
の
た
め
の
「
協
同
一
致
」
を
日
差
し

て
、
一
九
二
八
年
三
月
九
日
、
社
会
民
衆
党
の
提
唱
に
よ
っ
て
「
無
産
政
党
議
会
対
箙
共
同
委
員
会
」
が
設
慨
さ
れ
た
。
「
継
続
的
機
関
」

と
す
る
こ
と
、
各
党
代
表
者
三
名
に
よ
っ
て
構
成
す
る
こ
と
、
共
同
委
員
会
は
多
数
決
制
を
と
ら
ず
協
議
制
と
す
る
こ
と
、
共
同
委
員
会

は
「
そ
の
決
定
事
項
に
就
き
無
産
党
議
員
団
を
統
制
す
る
権
限
を
有
す
る
」
こ
と
、
な
ど
が
協
定
さ
れ
た
（
「
日
本
労
働
年
鑑
、
一
九
二



内
閣
不
信
任
案
問
題
に
お
い
て
も
、
無
産
政
党
と
そ
の
出
身
議
員
は
、
既
成
政
党
を
院
外
で
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
与
野
党
の
対

抗
関
係
を
院
内
政
治
と
し
て
処
理
す
る
過
租
を
通
じ
て
、
無
産
政
党
の
独
自
性
を
硴
立
す
る
と
い
う
新
た
な
課
題
に
具
体
的
に
直
耐
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
与
党
と
し
て
の
政
友
会
、
そ
の
政
友
会
と
議
席
を
伯
仲
さ
せ
た
民
政
党
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ヴ
ォ
ー
ト
を
握
っ
た
小

会
派
と
し
て
の
明
正
会
、
実
業
同
志
会
、
革
新
党
な
ど
が
入
り
乱
れ
て
繰
り
広
げ
る
政
治
的
暴
露
と
不
信
任
案
提
出
、
党
首
間
の
政
治
的

（
４
）
 

取
り
引
き
、
等
の
渦
の
中
に
、
無
産
政
党
の
議
員
団
は
巻
き
込
ま
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
無
産
政
党
議
会
対
策
共
同
委
員
〈
云
は
、
一
九

一
一
八
年
三
月
二
四
日
付
と
、
同
四
月
二
一
日
付
、
五
月
六
日
付
の
声
明
書
を
発
表
し
て
、
内
相
弾
劾
、
川
中
内
閣
打
倒
、
等
の
基
本
姿
勢

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
「
野
党
協
議
会
」
の
場
で
、
「
政
策
協
定
」
に
応
じ
る
べ
き
か
否
か
、
に
直
面
し
、
無
産
政
党
間
の

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

二
九

議
長
・
副
議
長
の
選
出
に
あ
た
っ
て
、
棄
権
で
な
く
、
無
産
政
党
側
の
独
自
候
補
へ
の
投
票
が
方
針
と
さ
れ
た
が
、
決
選
投
票
段
階
で

の
方
針
に
つ
い
て
は
意
見
の
一
致
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
一
九
二
八
年
四
月
二
○
日
、
衆
議
院
議
長
選
挙
に
お
い
て
、
決
選
投
票
段

階
で
中
間
派
・
左
派
の
四
議
員
が
棄
権
退
場
し
た
の
で
与
党
・
政
友
会
か
ら
議
長
が
選
出
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
同
副
議
長
選
挙
に
お

い
て
、
中
間
派
・
左
派
の
四
議
員
が
票
決
に
加
わ
り
、
野
党
側
か
ら
出
た
革
新
倶
楽
部
の
清
瀬
一
郎
が
選
出
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
無
産
政
党
も
野
党
で
あ
る
以
上
、
棄
樅
を
す
べ
き
で
は
な
く
、
「
野
党
に
合
流
す
べ
き
」
で
あ
っ
た
と
す
る
兇
力
が
強
く
出
さ
れ

た
（
「
日
本
労
働
年
鑑
、
一
九
二
九
年
版
』
三
二
六
～
三
二
七
ペ
ー
ジ
）
。
無
産
政
党
と
し
て
の
議
会
主
義
の
あ
り
様
が
具
体
的
に
間
わ
れ

日
開
催
さ
れ
た
、
と
ざ
坐

決
定
の
問
題
で
あ
っ
た
。

た
の
で
あ
っ
た
。

議
会
対
策
共
同
委
員
会
は
、
一
九
二
八
年
三
月
二
四
日
を
第
一
回
と
し
て
、
四
月
一
一
五
日
ま
で
に
七
回
、
議
会
開
会
中
は
ほ
と
ん
ど
連

開
催
さ
れ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
主
要
検
討
課
題
は
、
議
長
・
副
議
長
選
出
問
題
で
あ
り
、
内
閣
不
信
任
案
に
対
す
る
態
度



第
五
十
六
回
通
常
議
会
（
一
九
二
八
年
一
二
月
二
六
日
～
一
九
二
九
年
三
月
二
五
日
）

左
派
脈
脈
政
党
と
し
て
の
労
働
股
民
党
は
、
一
九
二
八
年
二
月
の
総
選
挙
で
、
山
本
官
一
桁
と
水
谷
長
三
郎
を
当
選
さ
せ
た
。
し
か
し
、

第
五
十
五
回
議
会
が
招
集
さ
れ
る
直
前
の
同
年
四
月
一
○
日
、
労
働
農
民
党
は
解
散
命
令
を
受
け
た
。
同
四
月
一
二
日
、
無
産
政
党
議
会

対
策
共
同
委
員
会
（
第
二
回
）
に
お
い
て
、
右
派
の
社
会
民
衆
党
を
代
表
し
て
片
山
極
は
「
労
働
農
民
党
が
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は

遺
憾
で
あ
る
が
、
こ
の
際
旧
労
農
党
の
所
属
代
議
士
は
議
会
対
策
共
同
委
員
会
よ
り
遠
慮
せ
ら
れ
た
し
」
と
提
議
し
た
。
こ
の
提
議
は
、

中
間
派
の
日
本
労
農
党
の
反
対
が
あ
っ
て
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
（
「
日
本
労
働
年
鑑
、
一
九
二
九
年
版
」
三
二
四
ペ
ー
ジ
）
。

第
五
十
六
帝
囚
議
会
の
開
会
を
前
に
し
て
、
無
産
政
党
議
会
対
箙
共
同
委
員
会
は
、
そ
の
開
雌
を
「
社
民
党
の
た
め
に
阻
ま
れ
て
中
絶

無
雄
政
党
と
帝
国
縦
会

三
○

意
見
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
（
同
上
、
三
二
七
～
三
二
九
ペ
ー
ジ
）
。
カ
ウ
ン
タ
ー
。
パ
ー
テ
ィ
と
し
て
の
無
産
政
党

に
、
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
あ
り
方
が
新
た
な
課
麺
と
し
て
提
起
さ
れ
、
無
産
政
党
と
し
て
は
そ
の
転
換
に
多
少
の
迩
巡
を
示
さ
ざ
る

な
お
、
第
五
十
五
帝
国
議
会
の
「
収
狸
」
と
し
て
は
、
社
会
民
衆
党
西
尾
末
広
の
総
括
質
問
、
同
岻
井
貫
一
郎
の
緊
急
質
問
、
日
本
労

農
党
河
上
丈
太
郎
に
よ
る
決
議
案
焚
成
演
説
、
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
無
雌
政
党
と
し
て
は
、
常
伍
委
員
会
の
委
貝
長

選
挙
で
「
野
党
側
に
投
票
」
し
、
治
安
維
持
法
改
正
案
に
反
対
し
、
選
挙
法
改
正
案
と
健
康
保
険
法
改
正
案
を
提
出
す
る
な
ど
の
動
き
を

示
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
三
二
九
ペ
ー
ジ
）
。

一
九
二
八
年
四
月
二
八
日
、
無
産
政
党
議
会
対
策
共
同
員
会
が
「
主
催
」
し
て
開
催
し
た
田
中
内
閣
打
倒
の
「
民
衆
大
会
」
は
、
最
初

の
院
内
・
院
外
の
呼
応
関
係
の
試
み
で
あ
っ
た
（
同
上
、
三
二
八
ぺ
１
ジ
）
。
こ
こ
で
は
院
内
主
導
の
形
を
と
っ
て
い
た
。

を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



第
五
十
六
帝
国
議
会
開
会
巾
、
旧
労
農
党
所
凪
の
川
本
宣
治
議
創
が
右
翼
団
体
員
に
よ
っ
て
刺
殺
さ
れ
た
。
日
本
労
農
党
、
社
会
民
衆

党
等
、
い
ず
れ
も
抗
議
の
声
明
と
決
議
を
発
表
、
無
産
政
党
議
員
団
と
し
て
の
共
同
の
歩
調
を
と
っ
た
。
三
月
六
日
の
本
会
議
で
、
日
本

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

一一一一

年
版
」
三
二
二
ペ
ー
ジ
）
。

の
止
む
な
き
に
至
っ
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
三
二
九
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
間
の
経
緯
が
、
片
山
哲
の
「
回
顧
」
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
第
五
十
六
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
「
議
会
対
策
共
同
委
員
会
は
社
会
民
衆
党
の
反
対
に
依
っ
て
中
絶
し
た
が
無
産
議

員
団
の
結
束
は
従
前
と
何
等
変
化
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
院
内
活
勅
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
「
日
本
労
働
年
鑑
、
一
九
三
○

Ⅲ
総
括
質
問
。
民
意
党
浅
原
健
三
（
一
月
二
十
日
）
。
社
会
民
衆
党
鈴
木
文
沿
（
一
月
二
六
日
）
。

②
社
会
民
衆
党
岨
井
貫
一
郎
、
予
算
委
員
会
で
満
州
某
重
大
事
件
（
振
作
森
爆
死
事
件
）
に
つ
い
て
詳
細
に
質
問
。
無
産
政
党
議
員
団

と
し
て
は
一
月
三
一
Ⅱ
上
限
の
公
表
決
議
案
に
賛
成
。

③
内
閣
不
信
任
案
。
二
月
九
日
上
程
の
同
案
に
社
会
民
衆
党
西
尾
末
広
、
賛
成
城
説
。

川
予
算
案
。
無
産
政
党
議
員
団
は
、
予
算
返
上
論
を
以
て
臨
ん
だ
。

⑤
両
税
（
地
租
・
営
業
）
移
譲
案
。
二
月
二
一
Ⅱ
上
程
の
同
案
に
、
ｎ
本
労
農
党
河
上
丈
太
郎
が
反
対
討
論
。

⑥
治
安
維
持
法
改
正
案
。
二
月
二
日
上
栂
の
同
案
に
Ⅲ
労
働
農
民
党
の
水
谷
長
三
郎
が
反
対
討
論
。

、
久
原
逓
州
弾
劾
決
議
案
。
三
月
七
Ｎ
上
根
の
民
政
党
提
出
案
に
合
流
、
虹
井
貨
一
郎
が
賛
成
波
説
。

⑧
小
選
挙
区
制
案
。
三
月
一
二
日
。
旭
丼
賃
一
郎
が
三
時
間
に
一
Ｍ
一
る
質
問
（
オ
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
！
）
。
無
産
政
党
全
体
で
反
対
。

⑨
そ
の
他
。
労
働
者
災
害
扶
助
法
案
、
陪
審
法
案
、
工
場
法
中
改
正
法
律
案
、
等
の
上
樫
に
際
し
、
そ
れ
ぞ
れ
無
産
政
党
と
し
て
意
志

表
示
。



小
作
組
合
菫
漁
腿
菫
小
作
法
嬢
．
１
以
上
ｎ
本
大
衆
党
．

婆
維
持
法
撤
廃
に
側
す
る
法
徽
案
．
鱸
塵
蒋
の
支
払
事
に
剛
す
る
法
律
案
．
１
以
上
労
腱
鮒
．

議
会
活
動
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
三
六
九
ペ
ー
ジ
）
。
各
党
の
連
携
に
注
目
し
た
い
。

Ⅲ
総
括
質
問
。
四
月
二
七
日
、
労
農
党
大
川
郁
夫
。

②
失
業
手
当
法
。
大
山
の
総
括
質
問
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
失
業
手
当
法
に
つ
い
て
、
五
月
八
日
、
社
会
民
衆
党
松
谷
与
二
郎
が
提
案

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

労
農
党
の
河
上
丈
太
郎
が
「
宣
言
的
の
質
問
演
説
」
を
行
な
っ
た
（
同
上
、
三
二
八
～
三
三
○
ペ
ー
ジ
）
。

第
五
十
八
回
特
別
議
会
（
一
九
三
○
年
四
月
二
三
日
～
五
月
一
三
日
）

中
間
派
の
川
本
大
衆
党
の
提
唱
が
あ
り
、
右
派
の
社
会
民
衆
党
と
左
派
の
労
農
党
の
呼
応
が
あ
っ
て
、
一
九
三
○
年
四
月
一
八
日
、

「
無
産
党
議
会
対
策
共
同
委
貝
会
」
の
秤
発
足
が
な
さ
れ
た
。
第
近
十
五
帝
国
議
会
に
お
け
る
議
会
対
策
共
同
委
員
会
に
は
「
無
産
党
議

員
団
を
統
制
す
る
権
限
」
が
付
与
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
こ
の
委
員
会
の
「
主
た
る
柾
務
」
は
、
「
提
出
議
案
の
調
査
お
よ
び
作
成
」

に
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
碓
認
に
も
と
ず
い
て
、
「
各
党
分
担
し
て
法
律
案
作
成
に
当
る
」
こ
と
に
な
り
、
分
担
が
次
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
た
（
「
日
本
労
働
年
鑑
、
一
九
三
一
年
版
」
三
六
八
～
三
六
九
ペ
ー
ジ
）
。

労
鰡
合
法
案
．
雌
麟
傑
険
法
巾
改
正
法
案
．
失
業
手
当
支
給
に
側
す
る
法
総
案
．
選
挙
法
中
改
正
法
螺
案
．
１
以
上
、
社
会
民
衆

第
五
十
七
回
通
常
議
会
（
一
九
二
九
年
一
二
月
二
六
日
、
会
期
中
解
散
）

党
。



第
五
十
九
回
通
常
鯛
会
（
一
九
三
○
年
一
二
Ｎ
二
六
Ⅱ
～
一
九
一
一
二
年
三
月
二
七
日
）

一
九
三
○
年
一
二
月
一
一
日
、
日
本
大
衆
党
の
提
唱
が
あ
り
、
社
会
民
衆
党
、
労
農
党
の
呼
応
が
あ
っ
て
「
議
会
闘
争
無
産
党
共
同
委

貝
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
「
無
産
党
議
員
団
に
対
し
て
政
策
の
基
準
を
示
し
議
只
川
の
行
動
を
統
制
し
併
せ
て
院
外
の
大
衆
闘
争
と
議
員

団
と
の
結
合
統
一
を
は
か
る
」
こ
と
が
こ
の
委
員
会
設
置
の
目
的
と
さ
れ
た
（
「
日
本
労
働
年
鑑
、
一
九
三
一
年
版
」
三
六
九
ペ
ー
ジ
）
。

院
内
活
勅
と
院
外
大
衆
行
動
と
の
呼
応
関
係
を
主
内
容
と
し
て
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
共
同
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
な
院
外
行
動
を

組
織
し
た
。
「
三
月
事
件
」
が
帰
結
と
な
っ
た
。
一
九
三
一
年
三
川
二
一
Ⅱ
、
中
間
派
と
左
派
の
合
同
体
と
し
て
結
成
さ
れ
た
全
国
大
衆

党
の
提
議
に
よ
っ
て
、
共
同
委
員
会
は
解
体
声
明
を
発
表
す
る
（
「
日
本
労
働
年
鑑
、
一
九
三
二
年
版
」
四
六
二
～
四
六
三
ペ
ー
ジ
）
。

川
声
明
聾
発
表
。
「
議
会
内
に
舵
け
る
議
貝
団
の
闘
争
と
識
会
外
に
お
け
る
大
衆
闘
争
の
緊
密
な
る
結
合
の
下
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
沿
支

配
の
曝
露
と
闘
争
を
果
敢
に
展
開
せ
ん
こ
と
を
声
明
す
」
（
一
九
三
一
年
一
月
一
九
日
付
）
。

②
議
会
解
散
要
求
無
産
者
大
会
。
こ
の
大
会
の
目
的
は
「
議
会
に
向
っ
て
大
衆
的
示
威
行
進
を
敢
行
す
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
。
大
会
は

「
異
常
な
る
盛
会
柳
に
開
催
」
さ
れ
た
。
大
会
閉
会
後
、
国
会
に
向
け
て
の
デ
モ
行
進
に
入
り
、
議
会
通
川
門
で
警
官
隊
と
衝
突
し

た
（
一
九
三
一
年
二
月
一
八
日
）
。

無
産
政
党
と
術
阿
議
会

一一一一一一

川
警
官
抜
剣
事
件
質
問
。
社
会
民
衆
党
片
山
哲
が
当
局
の
責
任
を
追
及
。
（
大
山
の
総
括
質
問
と
関
連
の
発
言
。
）

③
労
働
組
合
法
案
。

案
理
由
を
説
明
。

理

山
を

説
明
｡ 

第
五
十
六
回
議
会
で
鈴
木
文
治
が
提
案
し
た
の
と
同
様
の
案
を
、
提
出
。
五
月
八
日
、
社
会
民
衆
党
片
山
哲
が
提



以
上
の
よ
う
な
、
第
五
十
五
帝
国
識
会
か
ら
第
五
十
九
帝
国
議
会
に
い
た
る
政
党
政
治
開
花
状
況
に
対
応
し
た
無
産
政
党
諸
党
の
議
会

主
義
展
開
の
経
過
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
五
十
八
帝
国
議
会
に
お
け
る
労
農
党
委
員
長
大
山
郁
夫
の
衆
院
本
会
議
に
お
け
る
質
問
演

説
の
背
景
を
と
ら
え
、
文
脈
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
と
と
も
に
、
帝
国
議
会
史
に
お
け
る
仇
花
の
よ
う
な
政
党
政
治
の
開
花
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
短
い
開
花
期
間
に
、
無
産
政
党
は
そ

れ
な
り
の
立
場
に
お
け
る
議
会
政
治
へ
の
対
応
の
経
験
を
微
ん
だ
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
野
党
側
に
立
っ
て
い
る
既
成
政
党
と
政
策
協
定

を
結
ぶ
課
題
に
迫
ら
れ
た
し
、
昨
日
は
民
政
、
今
日
は
政
友
と
、
与
野
党
の
交
替
過
程
に
お
い
て
発
生
せ
ざ
る
を
え
な
い
交
錯
し
た
投
票

行
動
（
ク
ロ
ス
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
ヘ
の
接
近
？
）
を
経
験
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
、
第
五
十
六
帝
国
議
会
に
お
け
る
か
つ
て
な
い
組

織
的
計
画
的
議
事
妨
瞥
（
オ
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
に
も
加
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
現
実
課
題
へ
の
対
応
は
、
雌
産
政
党
諾

（
５
）
 

党
が
「
階
級
的
潔
癖
」
性
に
と
ら
わ
れ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー
ー
ァ
ィ
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。

無
産
政
党
が
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ヴ
ォ
ー
ト
を
掌
握
す
る
状
況
に
お
い
て
の
み
「
社
会
主
義
政
党
の
議
会
活
動
と
い
う
新
し
い
課

（
６
）
 

題
」
に
直
面
す
る
、
と
す
る
把
握
は
正
確
で
は
な
か
っ
た
。
議
会
活
動
が
あ
る
限
り
、
無
産
政
党
出
身
識
員
と
い
、
え
ど
も
、
「
会
派
」
へ

の
結
集
が
課
題
と
さ
れ
た
。
小
党
派
は
議
員
集
団
を
結
成
し
て
「
控
室
」
を
獲
得
し
、
院
内
活
動
の
一
単
位
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

無
産
政
党
左
・
右
両
派
の
対
抗
関
係
の
激
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
対
錐
共
同
委
貝
会
が
、
あ
る
と
き
は
「
統
制
」
機
能
に
お
い
て
、

無
藤
政
党
と
帝
国
縦
会

三
四

③
議
会
批
判
、
国
会
解
散
を
求
め
る
各
地
の
大
会
、
淡
説
会
（
詳
細
、
略
）
。

川
反
動
内
閣
打
倒
大
波
説
会
。
芝
協
調
会
館
で
開
催
。
中
途
か
ら
「
無
産
者
大
会
」
に
変
更
。
内
閣
打
倒
の
決
議
を
し
、
実
行
委
員
を

挙
げ
て
「
議
会
に
押
し
か
け
ん
と
し
た
が
、
轡
官
の
為
検
束
さ
る
」
（
一
九
三
一
年
三
月
二
○
日
）
。



あ
る
と
き
は
「
調
整
」
機
能
に
お
い
て
結
成
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
社
会
民
主
主
義
の
社
会
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
機
能
の
発
榔
す
ら
、
ほ

か
な
ら
ぬ
「
議
会
対
策
」
共
同
委
員
会
の
「
議
会
闘
争
」
共
同
委
員
会
へ
の
転
化
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
。

無
産
政
党
の
議
会
活
動
と
い
う
「
新
し
い
課
題
」
は
、
わ
が
国
の
社
会
労
働
運
動
史
に
お
け
る
癒
政
史
と
の
接
点
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
接
点
に
つ
い
て
、
労
農
党
の
委
員
長
で
あ
り
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
大
山
郁
夫
は
、
無
産
政
党
の
運
動
過
程
に
お
け
る

「
中
間
の
道
程
」
検
討
の
課
題
で
あ
り
「
臨
機
的
方
策
」
検
討
の
課
題
で
あ
る
、
と
の
把
握
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
の
、

貴
亜
な
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
二
年
間
の
経
験
で
あ
っ
た
。
亡
命
生
活
時
の
大
山
の
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
大
学
に
お
け
る
日
本
慰
政

史
、
と
く
に
美
濃
部
憲
法
学
へ
の
没
入
の
前
提
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
一
九
四
八
年
と
推
定
さ
れ
る
、
大
山
に
お
け
る
戦
前
の
論
稿
へ
の

替
き
込
み
の
背
景
と
し
て
、
一
九
二
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
○
年
代
に
お
け
る
、
わ
が
国
政
党
政
治
の
剛
花
期
に
お
け
る
無
産
政
党
の

議
会
活
動
の
経
験
が
、
右
に
見
た
鯉
度
に
お
い
て
薪
欲
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
事
実
経
過
を
重
視
し
て
お
き
た
い
。

（
２
）
た
と
え
ば
、
升
味
弛
と
輪
『
ｎ
本
政
党
史
論
・
第
五
巻
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
四
五
六
～
四
五
八
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
升

味
氏
の
こ
の
長
大
な
分
析
に
お
い
て
、
無
産
政
党
Ⅱ
社
会
民
主
主
義
政
党
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
模
索
」
が
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

問
題
性
に
つ
い
て
、
伊
藤
隆
・
山
室
窓
徳
〃
穫
評
、
升
味
準
之
輔
「
川
本
政
党
史
論
」
第
五
巻
〃
ｓ
史
学
雑
誌
」
第
八
九
編
第
十
号
、
一
九

八
○
年
一
○
月
）
が
論
じ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
の
背
景
に
は
、
伊
藤
隆
「
昭
和
初
期
政
治
史
研
究
」
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
）
に
お
け
る
浜
口
内
閣
、
こ
と
に
軍
縮
問
題
と
の
関
連
に
お
け
る
無
産
政
党
諸
党
の
位
置
づ
け
の
試
み
が
あ
る

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

三
五

（
１
）
河
野
密
・
赤
松
克
癖
・
労
農
党
書
記
局
「
日
本
無
産
党
史
」
（
白
楊
社
、
一
九
三
一
年
）
に
お
い
て
は
、
各
党
の
選
挙
「
闘
争
」
に
つ
い

て
詳
細
な
記
述
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
無
産
政
党
が
せ
っ
か
く
議
員
を
議
会
に
送
っ
た
あ
と
の
院
内
活
動
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
。

た
と
え
ば
、
升
山



一
九
二
九
年
六
月
の
時
点
で
、
美
濃
部
達
吉
は
、
『
法
学
協
会
雑
誌
」
に
〃
議
会
に
舵
け
る
議
事
進
行
妨
需
〃
を
発
表
し
、
第
五
十
六

帝
国
議
会
に
お
け
る
民
政
党
斉
藤
隆
夫
、
社
会
民
衆
党
亀
井
質
一
郎
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
三
時
間
以
上
に
及
ぶ
質
問
演
説
を
、
「
少
数
派
の

オ
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

議
事
進
行
妨
害
」
で
あ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
「
場
〈
ロ
に
依
り
正
当
防
衛
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
容
認
す
る
立
場

を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
美
濃
部
は
、
次
の
よ
う
な
観
測
を
行
な
っ
て
見
せ
た
。

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

一一一一ハ

（
同
書
四
五
五
～
四
五
七
ペ
ー
ジ
）
。

（
３
）
第
五
十
五
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
無
産
政
党
諸
党
は
既
成
政
党
小
会
派
所
属
の
清
瀬
一
郎
を
野
党
側
の
統
一
候
補
と
し
て
衆
議
院
副
議
長

に
当
選
さ
せ
た
経
過
が
あ
る
。
第
五
十
八
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
大
山
が
軍
事
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
清
瀬
に
譲
る
と
演
説
し
た
の
は
、
無

産
政
党
諸
党
の
議
会
活
動
史
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
４
）
政
党
政
治
の
開
花
期
が
、
何
時
に
、
政
党
政
治
の
終
焉
を
意
味
す
る
「
汚
点
」
や
「
不
信
」
の
全
面
的
な
展
開
過
程
を
意
味
し
て
い
た
と

す
る
「
昭
和
の
新
政
」
の
通
史
的
記
述
と
し
て
は
、
白
木
正
之
「
日
本
政
党
史
・
昭
和
編
」
（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
九
年
）
が
あ
る
。
政

党
政
治
期
に
提
示
さ
れ
た
憲
政
史
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
明
快
な
理
論
的
解
明
を
試
み
て
い
る
論
述
と
し
て
は
、
美
濃
部
達
吉
「
現
代
慰
政

評
論
ｌ
選
挙
革
正
論
其
の
他
Ｉ
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
○
年
）
所
収
の
諸
論
文
が
あ
る
。

（
５
）
河
野
密
「
日
本
社
会
政
党
史
」
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
○
年
）
一
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
升
味
、
前
掲
「
日
本
政
党
史
論
」
第
五
巻
、
二
九
八
ペ
ー
ジ
。

七
む
す
び



美
淡
部
が
観
測
し
た
「
他
日
」
と
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
無
産
政
党
は
、
美
濃
部
懲
法
学
お
よ
び
行
政

学
が
理
論
的
検
討
を
要
す
る
法
制
上
の
事
象
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
無
産
政
党
が
、
は
じ
め
て
識
員
を

議
会
に
送
っ
た
と
き
、
「
す
こ
ぶ
る
有
力
な
新
興
勢
力
を
得
た
」
と
し
て
「
深
き
喜
び
」
を
表
明
す
る
美
濃
部
で
あ
っ
た
が
（
同
上
、
二

五
一
ペ
ー
ジ
）
、
そ
の
無
産
政
党
と
美
湛
部
窓
法
学
は
、
政
党
政
治
の
開
花
期
に
、
す
れ
違
い
の
関
係
し
か
示
し
え
な
か
っ
た
。
美
漉
部

の
治
安
維
持
法
批
判
、
枢
密
院
・
貴
族
院
批
判
、
国
体
論
批
判
、
等
に
、
無
産
政
党
の
側
か
ら
、
積
極
的
支
持
、
あ
る
い
は
肯
定
的
評
価
、

と
ま
で
い
か
な
く
と
も
、
少
く
と
も
黙
契
の
サ
イ
ン
が
送
ら
れ
た
例
な
ど
、
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
が
、
少
し
も
見
当

ら
な
い
の
が
実
態
の
よ
う
で
あ
る
。

あ
る
作
家
の
文
学
作
品
の
中
の
次
の
一
節
な
ど
、
戦
前
の
社
会
運
動
と
美
濃
部
憲
法
学
の
す
れ
違
い
の
実
態
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の

と
い
え
よ
う
。

小
生
が
長
い
間
尊
敬
し
て
き
た
あ
る
非
転
向
の
先
鞭
は
「
天
皇
機
関
説
も
天
皇
制
擁
護
の
一
翼
だ
」
と
、
い
か
に
も
打
倒
論
者
が
手

を
結
ぶ
友
で
は
な
い
よ
う
に
い
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
機
関
説
は
マ
ル
ク
ス
主
義
と
は
縁
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
そ
の
と
き
な
ぜ

小
生
は
「
現
に
反
軍
の
闘
争
の
火
ぶ
た
を
切
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
反
論
で
き
な
か
っ
た
の
か
い
ま
と
な
れ
ば
残
念
で
す
。
こ
の

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

三
七

…
…
他
日
階
級
的
の
反
感
が
益
々
峻
烈
と
な
り
、
而
し
て
議
会
に
舷
い
て
資
本
党
と
無
産
党
と
が
相
対
時
す
る
時
期
が
来
る
な
ら
ば
、

其
の
時
は
、
議
事
妨
害
も
相
当
峻
酷
化
す
る
虞
が
有
る
で
あ
ら
う
。

（
美
濃
部
、
前
掲
『
現
代
憲
政
評
論
』
三
五
一
一
一
ペ
ー
ジ
。
）



ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
す
れ
違
い
の
原
因
に
な
っ
て
い
た
の
は
社
会
運
動
の
側
の
視
野
の
狭
さ
で
あ
り
、
美
濃
部
憲
法
学
の
側
か
ら
は
、

合
法
的
社
会
運
動
の
政
治
的
成
熟
に
期
待
す
る
熱
い
ま
な
差
し
の
サ
イ
ン
を
送
っ
て
い
た
節
が
認
め
ら
れ
る
。

政
党
政
治
期
に
お
け
る
無
産
政
党
の
議
会
主
義
化
の
意
義
を
充
分
に
経
験
し
、
そ
の
後
、
亡
命
中
の
研
究
活
動
で
美
濃
部
通
法
学
の
再

評
価
を
課
題
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
山
郁
夫
の
存
在
は
、
わ
が
国
の
社
会
運
動
史
に
お
け
る
わ
が
国
惣
政
史
と
の
接
点
と
な
っ
て
い
る
。

大
山
郁
夫
の
美
濃
部
恵
法
学
へ
の
沈
潜
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
よ
う
や
く
、
両
者
の
す
れ
違
い
の
調
整
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
、
以
上
で
検
討
し
た
若
干
の
資
料
が
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

無
産
政
党
と
帝
国
議
会

三
八

夏
わ
が
国
の
進
歩
勢
力
の
い
っ
さ
い
が
美
濃
部
博
士
を
助
け
て
学
問
の
自
由
の
た
め
に
た
た
か
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
弁
護
の
余
地
の
な

い
日
和
見
で
す
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
、
法
政
大
学
国
内
研
究
制
度
二
九
八
六
年
度
）
の
適
用
に
対
す
る
研
究
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
関
連
す
る
研
究
成

果
と
し
て
、
本
稿
こ
の
注
記
（
２
）
に
挙
げ
た
論
協
〃
社
会
労
働
迦
動
史
と
懸
政
史
の
接
点
〃
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
三

四
二
号
、
一
九
八
七
年
五
月
、
が
あ
り
、
ほ
か
に
〃
長
谷
川
如
焔
閑
と
大
山
郁
夫
“
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
第
三
三
七
号
、

一
九
八
六
年
一
二
月
、
が
あ
る
。
本
稿
と
あ
わ
せ
て
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
山
代
巴
「
濁
流
を
こ
え
て
・
一
よ
り
。
）


